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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

第
９
回
総
会
の
ご
案
内

第
４
回
大
会
の
ご
案
内

第
４
回
総
会
で
決
定
し
た
と
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
定
款
に
遵
守
し
、
正
会
員
の
み
で
第
９
回
総
会
を
左
記
の
と
お
り
東
京
都
障
害
者

福
祉
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

日　

時　
　

２
０
１
４
年
６
月
２９
日
（
日
）
午
前
１２
時
３０
分
開
場　

※
正
会
員
の
み

次　

第　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第
９
回
総
会
（
１３
時
００
分
か
ら
１５
時
１５
分
予
定
）

会　

場　
　

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
・
Ａ
１
～
３

　
　
　
　
　

所
在
地
〒
１
０
８
―
０
０
１
４　

東
京
都
港
区
芝
５
丁
目
１８
‐
２

　
　
　
　
　

電
話　

０３
―
３
４
５
５
―
６
３
２
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０３
―
３
４
５
３
―
６
５
５
０

交
通
機
関　

・
Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
京
浜
東
北
線　

田
町
駅
下
車
徒
歩
５
分

　
　
　
　
　

・
都
営
地
下
鉄
浅
草
線　

三
田
駅
Ａ
７
出
口
徒
歩
１
分

　
　
　
　
　

・
都
営
地
下
鉄
三
田
線　

三
田
駅
Ａ
８
出
口
徒
歩
１
分

　
　
　
　
　

※
参
加
者
は
議
案
集
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

日　

時　
　

２
０
１
４
年
７
月
６
日
（
日
）
午
前
１０
時
３０
分
開
場　

※
会
員
ど
な
た
で
も
参
加

次　

第　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第
４
回
大
会
（
１１
時
００
分
か
ら
１４
時
２０
分
予
定
）

会　

場　
　

大
森
東
急
イ
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
ル
ー
ム　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０３
―
３
７
６
８
―
０
１
０
９

　
　
　
　
　

〒
１
４
３
―
０
０
１
６　

東
京
都
大
田
区
大
森
北
１
―
６
―
１６　

ア
ト
レ
大
森

交
通
機
関　

・
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線　

大
森
駅
直
結

　
　
　
　
　

・
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
よ
り
６
分
（
２
駅
）

　
　
　
　
　

・
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
よ
り
１７
分

　
　
　
　
　

・
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅
よ
り
２３
分

■印　都営地下鉄三田駅出入口
　　　（浅草線はA7・三田線はA8が最も近い出入口です）

A8
三田駅

至新橋至新橋

A8
エレベーター
A8
エレベーター

芝税務署芝税務署

NEC

至大手町

東京都障害者福祉会館
（高層都営住宅の１・２階）

港勤労福祉会館

三田駅
A7

日比谷通り芝五丁目芝五丁目

NTT

ド
コ
モ
シ
ョッ
プ

NTT

ド
コ
モ
シ
ョッ
プ

第
一
京
浜
国
道

至浜松町

山
手
線

京
浜
東
北
線

JR
田町駅

森永ビル森永ビル

田町駅西口田町駅西口

ローソンローソン

歩道橋至品川至品川

至品川

天祖神社

大森駅中央改札口を出ると左側がホテル
３階エントランスです。

大森東急 イン／アトレ大森
フォレストルーム、５階

大森駅大森駅
アトレ
大森
アトレ
大森池上通り池上通り

スーパー
オオゼキ

421
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伊
豆
大
島
の
土
石
流
災
害

被
災
地
視
察
と
東
京
都
の
災
害
対
策

大
島
腎
友
会
幹
部
と
の
懇
談

２
０
１
３
年
１０
月
１６
日
、
台
風
２６

号
の
発
生
か
ら
、
死
者
３５
人
行
方
不

明
者
４
人
と
い
う
惨
事
と
な
っ
た
伊

豆
大
島
の
現
地
視
察
に
、
４
ヵ
月
た

っ
た
２
月
２２
日
に
東
腎
協
か
ら
戸
倉

災
害
対
策
委
員
長
、
岸
里
事
務
局
長
、

全
腎
協
か
ら
は
小
野
副
会
長
が
現
地

を
訪
れ
た
。
以
下
視
察
の
詳
細
を
ご

報
告
し
ま
す
。

目　

次
₂
₀
₁
号

特集　伊豆大島の土石流災害�…… １
　被災地視察と東京都の災害対策
　大島腎友会幹部との懇談

想像を超える災害に備えるために①

東日本大震災学術調査報告書� ……… ７
リレーエッセイ�………………………… ９
なかまのたより�…………………………１０
２００号記念投稿 �私と東腎協�…三河勝実　１２

山崎　弘　１３

活動のまど� ………………………………１４
追悼 �一ノ清明さんを偲んで

糸賀久夫／金子　智　１６

診療報酬改定について�…………………１７

透析バンザイ………………………………１８
事務局から…………………………………２２
編集後記……………………………………２２
表紙のことば………………………………２４
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災
害
発
生
時
の�

大
島
で
の
透
析
状
況
に
つ
い
て

災
害
発
生
直
後
、
大
島
町
に
つ
い
て
の
最
新
状
況

に
つ
い
て
、
岸
里
事
務
局
長
か
ら
大
島
腎
友
会
中
嶋

会
長
に
電
話
を
入
れ
た
。

「
１０
月
２１
日
（
月
）
現
在
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関

し
て
、
一
時
停
電
等
あ
っ
た
。
水
道
は
出
て
い
る
。

し
か
し
台
風
２７
号
も
迫
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
透
析

者
は
本
土
に
移
動
。
自
宅
か
ら
船
着
き
場
ま
で
は
大

島
透
析
施
設
が
責
任
を
も
っ
て
移
動
す
る
予
定
。
本

土
の
通
院
先
病
院
で
の
送
り
迎
え
も
し
て
頂
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

※
災
害
当
日
情
報
２
０
１
３
・
10
・
1６　

台
風
２６
号　

（
東
京
都
大
島
町
）
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
電
話
対

応
：
透
析
室　

給
水
艦
か
ら
水
の
供
給
を
受
け
て
い
る
が
、
限
度

が
あ
り
、
１９
日
（
土
）
あ
る
い
は
２１
日
（
月
）
ま
で

透
析
が
で
き
る
か
ど
う
か
？

行
方
不
明
者
は
１
名
の
み
で
他
の
方
は
全
員
無
事

現
時
点
で
透
析
患
者
の
３
分
の
２
の
方
は
都
内
へ

移
動
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
的
に

は
全
員
を
都
内
へ
移
動
さ
せ
る
予
定
。
移
動
手
段
は

個
人
で
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、

透
析
室
の
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。

都
内
の
受
け
入
れ
病
院
は
都
立
病
院
を
予
定
し
て

い
る
が
ま
だ
確
定
は
し
て
い
な
い
（
２
、
３
か
所
）。

（上）
伊
豆
大
島
土
石
流
災
害
状
況
を
達
え
る
新
聞
記
事

（左）
行
方
不
明
者
を
捜
索
す
る
海
上
保
安
庁
の
潜
水
士
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透
析
患
者
の
現
状

透
析
者
２８
名
中
２７
名
は
大
島
腎
友
会
所
属
。
１９
、

２０
、
２１
日
の
３
日
間
で
全
員
本
土
移
動
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
車
イ
ス
の
方
が
４
～

５
名
い
る
。

移
動
先
で
一
番
多
い
の
は
東
京
都
保
健
医
療
公
社

大
久
保
病
院
（
元
都
立
大
久
保
病
院
）、
他
都
立
広

尾
病
院
、
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
、
一
部
親

戚
の
方
の
近
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
。

※
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー

平
成
１６
年
４
月
よ
り
医
療
法
人
社
団　

藤
井
医
院

は
医
療
法
人
社
団　

藤
清
会
と
な
り
、
公
設
民
営
型

医
療
機
関
で
あ
る
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
島
で
唯
一

の
有
床
診
療
所
）
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

現
地
視
察
の
詳
細

日
時
：
２
０
１
４
年
２
月
２２
日
（
土
）
１０
：
１５
～

１５
：
００
（
竹
芝
桟
橋
よ
り
東
海
汽
船
ジ
ェ
ッ
ト
船
で

片
道
２
時
間
）

面
談
者

大
島
腎
友
会
：
中
嶋
相
談
役
（
前
会
長
）　

　
　
　
　
　
　

山
口
新
会
長（
本
年
２
月
交
代
し
た
）

東
腎
協
：　
　

戸
倉
副
会
長
（
災
害
対
策
委
員
長
）　

　
　
　
　
　
　

岸
里
事
務
局
長

全
腎
協
：　
　

小
野
副
会
長

主
な
行
動
：
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
視
察
懇
談
・
献
花

（
故
那
智
夫
妻
・
大
島
町
献
花
台
）・
被
災
地
視
察

東京都大島町では台風第2６号の豪
雨に伴い、火山地域で発生した（流
木を伴う）大規模な泥流により甚
大な被害が発生した。（内閣府）
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○
中
島
氏
宅
に
て
懇
談
・
都
営「
つ
ば
き
公
園
」視
察

大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
訪
問

○
川
島
主
任
（
事
務
長
不
在
の
た
め
主
任
看
護
師
）

と
懇
談
。

○
施
設
規
模
：
１０
床
。
看
護
師
４
名
・
技
師
１
名
・

准
看
護
師
１
名
。
腎
内
専
門
医
は
月
に
一
度
来
院
し

検
査
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
と
問
診
を
行
う
。
施
設
は
始

業
８
時
～
１７
時
に
終
了
。
日
曜
定
休
。
検
査
は
月
一

度
。
患
者
も
そ
の
実
態
を
容
認
。

○
患
者
数
・
会
員
数
：
患
者
２９
名
、
会
員
数
２６
名
（
２

名
は
今
後
入
会
予
定
）。

○
被
災
時
の
状
況
：
台
風
２６
号
時
病
院
の
す
ぐ
側
ま

で
土
石
流
が
迫
り
、
停
電
・
断
水
の
恐
れ
と
台
風
２７

号
接
近
に
よ
り
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
の
判
断
で
都

の
透
析
施
設
で
透
析
す
べ
き
と
し
て
、
大
久
保
・
広

尾
病
院
な
ど
５
病
院
の
受
け
入
れ
を
手
配
し
た
（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
せ
ず
）。
臨
時
宿
泊
手
配
は
行

政
に
協
力
を
得
た
（
安
定
し
て
か
ら
は
、
入
院
・
親

族
に
頼
る
な
ど
ま
ち
ま
ち
）。
こ
の
手
配
は
ス
ム
ー

ズ
に
運
ば
れ
た
が
、
患
者
の
中
で
は
移
動
を
好
ま
な

い
者
も
あ
ら
わ
れ
て
説
得
し
た
。

献
花
黙
祷
（
写
真
参
照
）

○
故
那
知
ご
夫
妻
（
ご
主
人
が
患
者
会
会
員
。
土
石

流
に
襲
わ
れ
夫
妻
が
被
災
し
逝
去
。
家
屋
も
破
壊
さ

れ
現
在
は
家
屋
の
跡
形
も
な
い
状
況
）
の
自
宅
跡
に

て
献
花
黙
祷
。

○
大
島
町
の
献
花
台
（
医
療
セ
ン
タ
ー
す
ぐ
脇
）
に

て
献
花
黙
祷
。

被
災
地
視
察
（
前
頁
写
真
参
照
）

○
最
大
の
被
災
地
（
す
で
に
あ
る
程
度
の
整
備
が
進

行
中
）
と
未
着
手
の
被
災
地
を
視
察
。
最
大
の
被
災

地
：
見
渡
す
限
り
土
石
流
跡
。
元
の
姿
は
林
間
に
家

屋
が
あ
っ
た
が
、
更
地
状
態
と
残
る
家
屋
が
破
壊
さ

れ
残
る
。
重
機
が
入
り
整
備
中
。
土
地
は
火
山
灰
の

よ
う
な
さ
ら
さ
ら
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
風
に
も
土

埃
が
舞
い
上
が
る
荒
涼
と
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。

○
整
備
未
着
手
の
被
災
地
：
大
木
が
根
元
か
ら
折
れ

・
大
き
な
岩
石
が
流
れ
着
い
た
状
況
。
下
流
に
損
壊

し
た
家
屋
が
残
る
状
況
。

○
砂
防
ダ
ム
：
被
災
地
そ
ば
に
砂
防
ダ
ム
が
あ
る
が

土
石
流
を
飲
み
切
れ
ず
、
基
本
的
に
低
い
ほ
う
に
流

れ
た
状
況
。

（上）故那知ご夫妻の自宅跡にて献花黙祷

（下）大島町の献花台にて献花黙祷
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中
嶋
氏
宅
で�

昼
食
の
接
遇
を
受
け
懇
談

（
氏
の
畑
で
採
れ
た
産
物
中
心
）
大
島
の
透
析
・
患

者
会
活
動
の
歴
史
・
望
む
こ
と
等
。

○
大
島
に
お
け
る
透
析
患
者
：
町
の
人
口
約
８
，
３

０
０
人
に
対
し
２９
名
（
２
８
６
名
に
１
人
）
の
透
析

患
者
は
日
本
の
平
均
を
上
回
り
多
い
。
糖
尿
病
患
者

か
ら
の
透
析
は
６０
～
７０
％
と
推
測
さ
れ
る
。
理
由
は

「
病
院
に
行
く
習
慣
が
な
い
」「
病
院
の
状
況
（
本

格
的
に
は
東
京
に
行
く
し
か
な
い
）」
な
ど
。

○
患
者
会
活
動
の
歴
史
：
医
療
セ
ン
タ
ー
に
透
析
施

設
の
併
設
・
専
門
医
の
来
院
な
ど
努
力
し
て
実
現
し

た
。
患
者
会
活
動
は
根
気
よ
く
・
継
続
的
に
交
渉
す

る
こ
と
、
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

実
情
と
望
む
こ
と

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
：
場
合
に
よ
っ
て
は
家
族
も
介

護
で
き
な
い
状
況
も
あ
り
、
患
者
を
受
け
入
れ
る
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。
大
島
で
は
重

度
で
な
い
患
者
は
面
談
後
、
軽
症
者
は
受
け
入
れ
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

○
老
健
建
設
：
議
員
に
よ
っ
て
は
理
解
が
あ
る
が
行

き
届
か
な
い
。
結
果
的
に
島
民
に
負
担
が
及
ぶ
こ
と

を
危
ぶ
む
声
も
あ
る
。

○
夜
間
透
析
：
現
在
の
透
析
医
療
の
実
施
状
況
に
患

者
が
合
わ
せ
て
い
る
。
現
状
で
は
夜
間
透
析
は
不
可

能
と
思
う
。
当
然
就
労
に
も
影
響
が
あ
る
。

い
ま
だ
整
備
未
着
手
の
倒
壊
し
た
家
屋
（
左
）

最
大
の
被
災
地

見
渡
す
限
り
の
土
石
流
跡
（
下
）
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○
在
宅
透
析
：
指
導
が
な
い
。
腎
内
担
当
医
師
の
常

駐
も
な
い
。

○
問
題
点

○
都
と
大
島
の
間
に
区
が
存
在
す
れ
ば
交
渉
も
明
確

化
で
き
る
が
、
都
が
相
手
で
は
ど
こ
と
交
渉
す
れ
ば

と
の
感
が
あ
る
（
大
島
の
行
政
に
は
身
近
な
こ
と
は

交
渉
で
き
る
が
）。

○
医
師
看
護
師
の
不
足
。

○
大
島
の
透
析
導
入
の
多
さ
に
対
す
る
予
防
活
動
。

○
透
析
患
者
へ
の
啓
蒙
（
講
師
を
派
遣
し
講
演
会
開

催
な
ど
）。

○
東
腎
協
と
の
接
点
を
増
や
し
た
い
。

視
察
の
感
想

土
石
流
の
威
力
の
す
さ
ま
じ
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

夜
中
停
電
中
に
こ
の
土
石
流
に
襲
わ
れ
れ
ば
人
間
の

力
な
ど
抵
抗
は
不
可
能
で
あ
る
。
大
島
に
お
け
る
こ

の
災
害
で
は
透
析
患
者
１
名
・
家
族
１
名
が
お
亡
く

な
り
、
家
屋
も
失
う
結
果
で
あ
っ
た
が
、
残
る
透
析

患
者
に
関
し
て
は
滞
り
な
く
手
配
で
き
た
こ
と
は
不

幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

懇
談
中
に
出
た
話
だ
が
、
今
後
東
京
都
で
発
生
し

た
場
合
、
災
害
対
策
は
ど
の
よ
う
に
準
備
す
る
か
、

に
つ
い
て
は
、「
ほ
ぼ
困
難
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
る
」
と
の
発
言
が
出
て
い
た
。
都
に
在
住
す
る
透

析
患
者
と
し
て
記
憶
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

�

報
告
者
（
小
野
、
岸
里
）　

○
全
腎
協
災
害
規
定
に
よ
り
見
舞
金
を
申
請

○
災
害
見
舞
金
内
訳
（
案
）

死
亡
（
本
人
）��
�
�
�
�
�
１
０
０
，
０
０
０
円

家
屋
全
壊
（
建
物
の
５０
％
以
上
が
損
壊
）

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
１
０
０
，
０
０
０
円

家
屋
半
壊
（
建
物
の
２０
％
以
上
５０
％
未
満
が
損
壊
）

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
５
０
，
０
０
０
円

家
屋
一
部
損
壊
（
建
物
の
３
％
以
上
２０
％
未
満
が
損

壊
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
３
０
，
０
０
０
円

床
上
浸
水
��
�
�
�
�
�
�
�
�
３
０
，
０
０
０
円

避
難
勧
告
（
１０
日
以
上
）��
�
�
３
０
，
０
０
０
円

以
上
、
全
腎
協
災
害
規
定
に
よ
り
死
亡
者
１
名
、

避
難
勧
告
（
１０
日
以
上
）
２２
名
を
東
腎
協
か
ら
申
請

し
、
大
島
腎
友
会
会
長
よ
り
、
各
被
災
会
員
に
お
見

舞
金
が
配
布
さ
れ
た
。

先日は当腎友会会員への災害見舞金をあり
がとうございました。
おもいもかけない大きな災害に見舞われ、
透析者全員が１０日以上の島外での避難生活を
余儀なくされました。
精神的、肉体的負担はもとより、家族の付
き添いを要した患者は、特に経済的負担も大
きく、今回の見舞金は大変ありがたいもので、
大きな励みになっております。
本当にありがとうございました。
東腎協、全腎協のかたがたのお骨折り、お
心遣いに心から感謝申し上げます。
また、当会の中心メンバーであった、那智
伴幸さんへの見舞金もご遺族のもとに渡り、
大変感謝していらっしゃいました。ありがと
うございました。
いまだ復興にはほど遠い大島ですが、なん
とか島民力合わせてがんばっていきたいと思
います。
今後とも何かとお世話になることが多いと
は思いますが、よろしくお願いいたします。
２０１３年１２月２８日

大島腎友会前会長　中嶋　仁司

大島腎友会より御礼の手紙

大島医療センターでの打ち合わせ
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３
・
１１
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が

経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
１２
月
、

災
害
時
に
透
析
医
療
を
確
保
す
る
た
め

に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と

を
、
今
後
の
透
析
医
療
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
、
透
析
医
学
会
が

中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
大
変
に

貴
重
な
調
査
報
告
書
「
東
日
本
大
震
災

学
術
調
査
報
告
書
―
災
害
時
透
析
医
療

展
開
へ
の
提
言
―
」
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
報
告
書
か
ら
特
に

透
析
患
者
と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き
内

容
、
ま
た
東
腎
協
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
に
着
目

し
、
ど
の
よ
う
な
提
言
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。最

も
重
要
な
基
本
的
な
視
点

は
じ
め
に
、
透
析
施
設
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
で
す
。
宮
城
県
の
透
析
施
設

で
は
震
度
６
・
７
を
記
録
し
た
透
析
施

設
が
多
数
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
透

析
室
内
機
械
・
設
備
の
損
傷
に
よ
る
透

析
不
能
は
、
ほ
ぼ
皆
無
で
し
た
。
こ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
醸
成
さ
れ
て
き
た
透
析

室
内
災
害
対
策
を
宮
城
県
の
透
析
施
設

全
体
で
推
進
し
て
き
た
結
果
に
よ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
将
来
の
災
害
対

策
へ
の
最
も
重
要
な
基
本
的
な
視
点
は
、

こ
れ
ま
で
醸
成
さ
れ
た
災
害
対
策
を
さ

ら
に
徹
底
し
、
透
析
室
の
直
接
被
害
に

よ
る
透
析
不
能
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
緊
急
離
脱
に
つ
い
て
は
事
態

の
切
迫
度
に
も
よ
る
が
、
普
段
の
診
療

に
お
い
て
慣
れ
て
い
る
方
法
が
安
全
で

あ
り
、
通
常
返
血
を
第
一
選
択
と
す
る

が
、
火
災
や
ガ
ス
漏
れ
事
故
な
ど
事
態

が
非
常
に
切
迫
し
て
い
る
場
合
の
備
え

と
し
て
、
最
近
開
発
さ
れ
た
逆
流
防
止

弁
付
留
置
針
や
緊

急
離
脱
用
回
路
ル

ー
プ
法
な
ど
が
あ

り
、
通
常
回
収
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
手

段
と
し
て
推
奨
し

て
い
ま
す
。

透
析
施
設
の
自
助
の
限
界

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
３
１
４
の

透
析
不
能
施
設
に
対
す
る
調
査
で
は
、

透
析
施
設
の
自
助
と
し
て
整
備
し
た
自

家
発
電
機
や
貯
水
槽
は
、
燃
料
や
給
水

な
ど
の
補
給
と
い
う
重
大
な
場
面
で
、

共
助
・
公
助
の
支
援
を
受
け
な
け
れ
ば

成
り
立
た
な
い
と
い
う
、
重
大
な
要
素

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
初
の
予
想
ほ
ど
役
立
つ
も
の
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
般
透
析
施
設
が

こ
れ
ら
の
非
常
用
設
備
を
整
備
し
て
も
、

維
持
透
析
に
は
不
十
分
な
レ
ベ
ル
で
あ

っ
た
り
、
震
災
に
よ
る
故
障
が
思
っ
た

以
上
に
多
か
っ
た
り
、
専
門
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
要
員
が
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、

結
局
透
析
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
時
に
他
の
医
療

機
関
や
公
共
施
設
を

差
し
置
い
て
優
先
的

に
給
水
や
燃
料
補
給

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
な
ど
、
一
般
透

析
施
設
が
維
持
透
析
の
た
め
の
自
助
防

災
対
策
と
し
て
こ
れ
ら
を
整
備
す
る
こ

と
の
限
界
が
露
呈
し
ま
し
た
。

公
共
性
を
有
す
る
施
設
が
活
躍
し
た

一
方
、
宮
城
県
の
透
析
医
療
従
事
者

か
ら
の
報
告
で
は
、
災
害
拠
点
病
院
な

い
し
、
透
析
基
幹
病
院
の
地
域
に
唯
一

の
拠
点
施
設
の
９
施
設
は
、
停
電
と
断

水
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
自
家
発
電

機
を
稼
働
さ
せ
、
県
や
市
か
ら
の
給
水

車
に
よ
る
給
水
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
的
に

受
け
、
透
析
不
能
施
設
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
支
援
を
優
先

的
に
受
け
る
に
足
る
公
共
性
を
有
す
る

施
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
共
通
し
て
い
た
。

な
お
、
透
析
不
能
と
な
っ
た
４９
施
設
は

停
電
・
断
水
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
一

般
施
設
が
多
数
で
し
た
。

透
析
医
療
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
し
た
場
合
、

全
て
の
透
析
施
設
に
自
家
発
電
機
と
貯

水
槽
を
完
備
し
、
重
油
と
数
十
ト
ン
の

水
を
常
に
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
行
政
を
中
心
と
し
た
支
援

体
制
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
対
処
の

方
法
に
は
次
の
２
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
地
域
透
析
拠
点
病
院
方
式

想
像
を
超
え
る
災
害
に
備
え
る
た
め
に
①

東
日
本
大
震
災
学
術
調
査
報
告
書

�

―
災
害
時
透
析
医
療
展
開
へ
の
提
言
―

これまで醸成されてき 
た透析室内災害対策

・ベッドサイドコンソールのキ
ャスターフリー
・患者ベッドのキャスターロッ
ク
・透析供給装置とＲＯ装置※の
壁面へのアンカーボルト固定
・透析供給装置とＲＯ装置の壁
面との接続部のフレキシブル
チューブ採用
※ＲＯ装置：水道水から透析用
水を製造する「水処理装置」

東腎協
災害対策委員長

戸倉振一
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ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
途
絶
期
間
だ
け
地
域

透
析
中
核
病
院
に
、
十
分
な
量
の
自
家

発
電
機
を
設
置
し
、
医
療
資
源
と
水
資

源
を
集
中
投
入
し
ま
す
。
そ
し
て
順
次

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し
透
析
再
開
し

た
施
設
間
で
も
共
助
を
続
け
な
が
ら
透

析
医
療
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

②
域
外
移
送
方
式

透
析
医
療
に
お
け
る
共
助
体
制
が
十

分
に
整
備
で
き
て
い
な
い
地
域
で
、
巨

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
稼
働
し
て
い
る
被
災
地
外
へ

透
析
患
者
の
移
送
を
中
心
と
し
た
対
処

を
行
う
こ
と
で
す
。

座
滅
症
候
群
（
※
１
）
へ
の
対
応

地
域
透
析
拠
点
病
院
と
災
害
拠
点
病

院
を
分
離
す
る
こ
と
も
必
要
と
提
言
し

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
は
津
波
被

害
が
そ
の
主
因
を
占
め
た
た
め
、
過
去

の
地
震
災
害
に
比
較
し
て
挫
滅
症
候
群

に
よ
る
急
性
腎
不
全
が
極
め
て
少
な
い

な
ど
、
急
性
期
医
療
の
比
率
が
こ
れ
ま

で
の
震
災
よ
り
低
か
っ
た
と
い
う
特
徴

を
有
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後

予
想
さ
れ
る
、
首
都
直
下
型
地
震
な
ど

の
大
規
模
地
震
に
お
い
て
、
災
害
拠
点

病
院
が
救
急
医
療
を
担
い
な
が
ら
慢
性

透
析
の
地
域
の
中
心
施
設
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
は
過
酷
を
極
め
ま
す
。
地
域

の
災
害
対
策
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

あ
た
っ
て
は
、
慢
性
透
析
の
拠
点
病
院

と
地
域
災
害
拠
点
病
院
を
分
離
し
て
整

備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
言
し
て

い
ま
す
。

災
害
時
の
体
調
管
理

①
透
析
患
者
の
場
合
に
は
、
遠
隔
地
へ

の
単
独
避
難
、
透
析
施
設
へ
の
通
院
、

避
難
所
で
の
食
事
制
限
、
透
析
者
と
は

言
い
出
し
づ
ら
い
環
境
、
生
活
リ
ズ
ム

の
他
者
と
の
違
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
レ
ス
が
重
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
十
分
な
睡
眠
、
心
身
の
安
静
を

確
保
す
る
。

②
災
害
後
に
も
た
ら
さ
れ
る
血
圧
上
昇

は
必
ず
し
も
体
液
量
の
増
加
に
伴
う
も

の
で
な
く
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
交
感
神

経
緊
張
状
態
が
強
く
関
与
す
る
。
避
難

所
で
は
透
析
患
者
で
あ
る
こ
と
を
明
言

し
、
血
圧
や
脈
拍
測
定
の
機
会
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
し
適
切
な
降

圧
療
法
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
て
お
く
。

③
一
般
的
に
避
難
所
な
ど

で
配
給
さ
れ
る
食
物
が
減

塩
食
で
あ
る
こ
と
は
殆
ど

な
く
、
か
な
り
塩
分
を
含

ん
で
い
る
も
の
が
多
い
。

そ
の
た
め
食
塩
摂
取
の
過

剰
に
よ
る
う
っ
血
性
心
不
全
を
起
こ
す
。

も
う
一
つ
は
、
い
つ
透
析
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
心
配
、
あ
る
い
は
配
給

食
が
塩
分
過
多
の
た
め
食
べ
る
の
を
過

度
に
制
限
し
て
し
ま
い
脱
水
状
態
に
な

る
の
で
、
溢
水
・
脱
水
に
注
意
す
る
。

避
難
所
な
ど
は
透
析
患
者
で
あ
る
こ
と

を
明
言
し
、
体
重
測
定
の
機
会
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

首
都
直
下
地
震
へ
の
対
処

東
京
都
に
は
約
４
０
０
の
透
析
施
設

が
点
在
し
、
半
数
以
上
が
ビ
ル
診
療

（
５４
・
７
％
）
で
あ
り
、
約
６
割
の
施

設
で
は
自
家
発
電
機
を
有
し
て
い
な
い

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、

電
気
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

は
、
首
都
直
下
地
震
で
は
広
域
で
破
綻

す
る
可
能
性
が
少
な
く
な
い
。
現
在
、

東
京
都
で
約
３
万
人
、
南
関
東
４
都
県

で
約
８
万
人
の
透
析
患
者
が
お
り
、
耐

震
機
能
に
優
れ
被
災
を
免

れ
た
一
部
施
設
だ
け
で
、

発
災
直
後
の
透
析
を
維
持

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、

と
い
う
事
実
を
透
析
関
係

者
、
透
析
患
者
、
自
治
体

政
府
が
共
通
に
認
識
と
し

て
持
つ
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
首
都
直
下
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
数
百
人
か
ら
最
大

数
万
人
の
透
析
患
者
の
移
送
と
支
援
透

析
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
数

百
人
程
度
の
移
送
は
行
政
を
介
さ
ず
に

移
送
し
た
実
績
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上

の
人
数
の
移
動
に
つ
い
て
行
政
の
関
与

は
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
移
送
し
た

場
合
の
患
者
の
避
難
場
所
、
避
難
時
の

生
活
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
行
政
の
サ
ポ
ー

ト
の
必
要
性
は
高
い
。
小
規
模
な
移
送

で
も
緊
急
車
両
の
取
り
扱
い
を
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
移
送
に
支
障
を
来
す
場

合
も
あ
る
。
ま
た
、
被
災
地
で
透
析
を

続
行
す
る
場
合
も
、
施
設
へ
の
給
電
、

給
水
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に
備
え

る
べ
く
、
上
記
の
地
域
組
織
と
平
時
の

行
政
と
自
治
体
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

災
害
時
に
は
何
が
な
ん
で
も
自
身
が

通
う
透
析
施
設
と
連
絡
を
と
り
、
指
示

を
受
け
る
こ
と
が
大
原
則
で
す
が
、
以

上
の
提
言
に
あ
る
よ
う
に
、
想
像
を
超

え
る
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
東
京

都
へ
の
要
請
の
ほ
か
に
最
も
身
近
な
市

区
町
村
へ
も
、
普
段
か
ら
の
働
き
か
け

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
次
号
で
は
、
各

地
域
腎
友
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

い
と
お
も
い
ま
す
。

※ １ 　挫滅症候群
【ざめつしょうこうぐん】
クラッシュ -シンドロームと
も言う。広範囲にわたる筋組織
の損傷により引き起こされる症
候群。初期にはショック症状が
あり，急速に腎機能が悪化する
ため、透析が必要になる。
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僕
は
現
在
２７
歳
で
す
が
、
最
初
に
腎

臓
が
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
発

覚
し
た
の
は
１３
歳
こ
ろ
受
け
た
尿
検
査

で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
小
学
校
の
尿

検
査
で
、
引
っ
か
か
っ
て
も
検
査
結
果

は
「
問
題
な
し
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
な
の
で
、
今
回
も
「
よ
く
ひ
っ
か

か
る
な
ぁ
」
程
度
に
し
か
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
検
査
結
果

は
「
問
題
あ
り
」
で
し
た
。
そ
こ
で
、

紹
介
さ
れ
た
病
院
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
う
ち
よ
り
小
児
専
門
の
腎
臓
内
科
が

あ
る
か
ら
、
そ
ち
ら
へ
行
っ
た
ほ
う
が

い
い
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
紹
介
状
を
も

ら
い
、
次
は
清
瀬
の
小
児
病
院
へ
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

僕
は
東
京
生
ま
れ
と
言
っ
て
も
、
立

川
な
の
で
、
立
川
か
ら
清
瀬
病
院
ま
で

乗
り
換
え
、
乗
り
換
え
で
、
二
時
間
か

か
り
ま
す
。
そ
こ
は
、
小
児
専
門
と
い

う
だ
け
あ
っ
て
、
全
国
各
地
か
ら
患
者

が
来
る
そ
う
で
、
北
海
道
か
ら
来
て
い

る
患
者
も
い
ま
し
た
。「
う
ち
は
ま
だ

近
い
ほ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
驚
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
月
に
一
度
の
診
察
で
、

二
年
ほ
ど
通
っ
た
１４
歳
こ
ろ
清
瀬
病
院

が
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
違
う

病
院
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
病
院
は
近
場
を
希
望
し
た
ら
、

立
川
に
あ
る
「
共
済
病
院
」
を
紹
介
し

て
も
ら
い
劇
的
に
近
く
な
り
ま
し
た
。

「
初
め
か
ら
こ
こ
で
良
か
っ
た
の
で

は
」
と
清
瀬
を
紹
介
し
た
人
に
言
い
た

か
っ
た
け
ど
、
近
場
に
な
れ
た
の
で
我

慢
で
す
。

共
済
病
院
へ
通
い
１０
年
近
く
経
っ
た

こ
ろ
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が
徐
々
に
高
く

な
り
、「
数
値
が
５
を
超
え
た
ら
透
析

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
言

わ
れ
て
か
ら
一
年
経
た
な
い
う
ち
に
数

値
が
５
を
超
え
て
し
ま
い
、
本
格
的
に

透
析
準
備
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

に
、
透
析
が
ど
う
い
う
も
の
か
説
明
さ

れ
て
い
た
の
で
、
す
ん
な
り
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
シ
ャ
ン
ト
を
作
る
た
め
に

福
生
病
院
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
生
ま

れ
て
初
め
て
電
気
メ
ス
を
体
験
し
ま
し

た
。メ
ス
を
入
れ
る
た
び
に
機
械
が「
ピ

ー
、
ピ
ー
」
と
音
が
し
て
意
外
に
怖
か

っ
た
で
す
。
シ
ャ
ン
ト
作
成
後
は
透
析

を
受
け
る
施
設
に
一
先
ず
、
西
国
分
寺

に
あ
る
「
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
初
の
透
析
を
受

け
ま
し
た
。透
析
準
備
の
と
き
か
ら「
透

析
は
ス
ゴ
イ
痛
い
よ
」
と
脅
か
さ
れ
て

い
た
の
で
、
ビ
ク
ビ
ク
も
の
で
し
た
が
、

い
ざ
や
っ
て
み
る
と
脅
か
さ
れ
た
の
が

良
か
っ
た
の
か
大
し
て
痛
く
も
な
く
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
当
時
新

米
だ
っ
た
の
か
穿
刺
し
た
女
医
さ
ん
の

ほ
う
が
僕
よ
り
緊
張
し
て
い
て
、
逆
に

「
先
生
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
と
技
師
さ
ん
た

ち
と
笑
っ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
透
析
を

受
け
て
い
る
間
、
地
元
の
立
川
で
受
け

ら
れ
る
透
析
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
今
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
「
す
な
が
わ
相
互

診
療
所
」
を
見
つ
け
ま
し
た
。
車
で
送

迎
あ
り
だ
っ
た
の
で
即
決
し
ま
し
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
良
く
し
て
く
れ

る
の
で
、
本
当
に
こ
ち
ら
で
透
析
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

透
析
は
辛
い
と
い
う
方
も
い
ま
す
が
、

僕
た
ち
に
と
っ
て
透
析
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
な
の
で
、
透
析
医
療
を
開

発
、
発
展
し
た
方
々
に
感
謝
し
、
こ
こ

ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
き
た

全
腎
協
お
よ
び
、
東
腎
協
の
皆
様
に
も

感
謝
い
た
し
ま
す
。

透
析
３
年
（
２７
歳
）

す
な
が
わ
相
互
診
療
所

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
理
事
会　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

透
析
は
僕
た
ち
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

清
水　

陽
介
さ
ん

リ
レ
ー

 
エッセ
イ
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「
小
池
会
」
忘
年
会藤

田
吉
彦

（
小
池
内
科
小
池
会
）

昨
年
の
年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ
た
１２

月
２１
日
１８
時
よ
り
、
小
池
会
の
忘
年
会

が
飯
田
橋
の
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
ビ
ル

２０
Ｆ
の
「
北
海
道
」
に
お
い
て
開
か
れ

ま
し
た
。

小
池
会
は
会
員
数
２８
名
で
施
設
は
飯

田
橋
駅
近
く
に
あ
り
、
朝
７
時
か
ら
可

能
な
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
透
析
と
、

親
身
な
ス
タ
ッ
フ
で
評
判
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
す
が
、
例
年
１２
月
に
は
院
長
先
生
、

透
析
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
と
で
楽
し
い
忘

年
会
を
欠
か
さ
ず
行
っ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
小
池
院
長
、
ス
タ
ッ
フ
の
小

林
さ
ん
、
細
川
さ
ん
に
加
え
、
東
腎
協

か
ら
岸
里
事
務
局
長
、
板
橋
編
集
長
の

ご
参
加
も
得
て
、
蟹
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
様
々
な
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。ま

た
初
め
て
の
試
み
の
ビ
ン
ゴ
大
会

に
、
一
同
童
心
に
帰
り
和
気
あ
い
あ
い

と
賑
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
賞
品
を
抱
え
て
帰
宅
の
途
に
つ

き
ま
し
た
。

小
池
会
は
忘
年
会
以
外
に
も
、
年
に

１
～
２
回
、
院
長
先
生
ご
本
人
他
お
知

り
合
い
の
先
生
に
よ
る
勉
強
会
を
実
施

し
て
お
り
、
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
会
員
が
増
え
て
い
く
よ
う
一
同
願

っ
て
お
り
ま
す
。

勉
強
会
＆
新
年
会

坂
本
悦
男

（
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
）

１
月
２６
日
、
東
腎
協
理
事
会
開
催
日

と
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
理
事
会
よ

り
身
近
な
仲
間
の
い
る
「
東
海
病
院
ひ

ま
わ
り
会
」
の
ほ
う
が
当
然
優
先
事
項

と
決
め
つ
け
、
勉
強
会
＆
新
年
会
に
専

念
し
た
。

勉
強
会
は
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、

新
年
会
は
５
時
か
ら
と
時
間
を
決
め
、

場
所
は
中
村
橋
福
祉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を

勉
強
会
用
に
確
保
し
、
新
年
会
は
居
酒

屋
「
村
さ
来
」
を
予
約
し
た
。

勉
強
会
は
二
部
か
ら
構
成
し
、
第
一

部
は
介
護
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
に
案
内
を
出
し
て

来
て
い
た
だ
き
「
腎
臓
病
患
者
の
注
意

す
べ
き
生
活
と
そ
の
理
由
」
を
中
心
に

し
た
腎
臓
病
の
基
本
の
説
明
。
第
二
部

は
患
者
同
士
の
意
見
交
換
と
生
活
リ
ズ

ム
活
性
化
の
話
し
合
い
。
と
言
う
内
容

で
あ
り
ま
し
た
。

我
々
も
老
齢
化
し
て
、
日
常
生
活
に

介
護
す
る
人
々
の
手
助
け
が
必
要
と
な

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
腎

臓
病
患
者
に
は
日
常
生
活
の
中
で
体
重

管
理
や
ら
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
等
の
摂
取

調
整
法
な
ど
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
介
護
の
方
々
に
は

他
の
障
害
の
方
々
と
同
様
の
注
意
で
良

い
と
理
解
さ
れ
る
方
が
居
な
い
と
も
限

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
我
々
も
今
一
度
生

活
の
中
で
注
意
す
べ
き
こ
と
を
思
い
返

す
意
味
を
含
め
、
病
院
側
に
お
願
い
し

て
基
礎
、
腎
臓
病
患
者
の
注
意
す
べ
き

日
常
生
活
と
介
護
し
て
下
さ
る
方
々
の

病
気
認
識
の
深
化
を
勉
強
し
た
次
第
で

し
た
。

当
初
２５
名
の
部
屋
を
確
保
し
た
の
で

す
が
、
途
中
か
ら
手
狭
で
あ
る
程
の
盛

況
さ
が
分
か
り
、
さ
ら
に
隣
接
の
部
屋

も
あ
わ
て
て
確
保
し
、
何
と
か
乗
り
切

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
勉
強
会
参
加

者
総
勢
３４
名
で
し
た
。
第
一
部
の
基
礎

的
な
勉
強
を
１
時
間
ほ
ど
行
っ
た
後
、 ひまわり会新年会

小池会忘年会
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第
二
部
に
入
り
各
自
の
体
験
や
自
己
紹

介
を
話
し
合
い
、
こ
れ
が
ま
た
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
残
余
の
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
次
の
新
年
会
へ
と
流

れ
て
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

新
年
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
例
年
に

な
く
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
会
費
三
千

円
、飲
み
放
題
（
こ
れ
で
い
い
の
か
？
）

に
２８
名
が
出
席
。
ひ
ま
わ
り
会
の
３
分

の
１
以
上
の
人
が
出
席
し
た
こ
と
と
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
病
院
側
か
ら
も
江

本
院
長
先
生
を
始
め
栗
山
先
生
、
中
西

師
長
も
出
て
下
さ
り
、
飲
み
す
ぎ
に
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
し
た

が
、
先
生
方
が
よ
く
飲
ん
で
ま
し
て
、

今
後
の
反
省
材
料
と
な
り
ま
し
た
。
患

者
同
士
ま
た
病
院
側
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
良
く
な
り
、
日
々
の
生
活

に
も
張
り
が
出
た
も
の
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。第

九
回
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

川
柳
係　

井
上

　
武

（
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
）

練
馬
区
の
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
患
者

会
に
よ
る
第
九
回
目
の
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
元
気
」
で
六
十
八
句
も
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
員
は
患
者
会
役
員
と
前
回
コ
ン

テ
ス
ト
の
成
績
優
秀
者
で
、
投
票
の
結

果
、
優
秀
作
品
に
は
次
の
句
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
川
柳
で
は
一
位
か
ら
三
位
を

天
地
人
と
呼
び
、
五
客
と
続
き
ま
す
。

天

　
元
気
な
日
毎
日
続
く

　
　
夢
を
追
う�

久
保
光
子

地

　
永
生
き
で
お
国
に
悪
い
が

　
　
俺
元
気�

寿
老
人

人

　
楽
天
が
元
気
を
く
れ
た
日
本
一

�

山
口
君
子

五
客

　
菊
の
鉢
隠
せ
元
気
な

　
　
　
孫
が
来
る�

菊
之
丞

五
客

　
う
ち
の
人
元
気
だ
け
れ
ど

　
　
　
ア
ル
ツ
な
の�

寿
老
人

五
客

　
来
て
う
れ
し
帰
っ
て
う
れ
し

　
　
　
孫
元
気�

金
子
博
光

五
客

　
お
し
ゃ
べ
り
と
食
欲
だ
け
は

　
　
　
衰
え
ず�
丸
山
み
ね
子

五
客

　
姿
よ
り
元
気
が
取
り
柄

　
　
　
我
が
女
房�
清
水
猛

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
患
者
会
が
あ

る
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
無
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

あ
り
ま
す
。
私
は
患
者
会
が
無
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
八
年
、
患
者
会
が
あ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
九
年
間
透
析
を
受
け
て
お
り

ま
す
が
、
患
者
会
が
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
ほ
う
が
患
者
同
士
の
交
流
が
あ
る
た

め
断
然
雰
囲
気
が
良
い
で
す
。

毎
週
三
回
、
四
時
間
の
透
析
を
す
る

場
所
で
す
か
ら
雰
囲
気
が
良
い
と
こ
ろ

で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

当
患
者
会
で
は
講
師
を
招
い
て
勉
強

会
を
し
た
り
、
院
長
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
親
睦
会
を
し
た
り
、
慰
安
旅

行
等
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
た
者
同
士
で
楽

し
い
活
動
を
し
て
癒
さ
れ
、
励
ま
さ
れ
、

透
析
も
辛
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
の

だ
と
実
感
で
き
ま
す
。
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
も
そ
の
よ
う
な
主
旨
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。ご

支
援
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た

嵯
峨
ミ
サ
子

（
大
島
腎
友
会
）

こ
の
度
、
大
島
町
で
の
台
風
２６
号
災

害
の
折
は
、
貴
腎
臓
病
協
議
会
か
ら
、

お
見
舞
金
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、
島
外
避
難
し
た
会
員
も

今
月
中
に
全
員
帰
島
で
き
る
と
の
話
を

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

私
も
会
員
の
一
人
と
し
て
、
お
見
舞

い
金
を
お
宅
へ
お
届
け
し
ま
し
た
が
、

皆
様
、
感
激
と
感
謝
の
気
持
ち
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
当
に
貴
重
な
お
見
舞
金
を
い
た
だ

き
、
大
島
腎
友
会
の
皆
様
に
か
わ
り
ま

し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
明
日
か
ら
病
気
と
上
手
に
お

付
き
合
い
し
な
が
ら
、
大
島
に
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
生
活
を
頑
張

り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。�

敬
具

平
成
２５
年
１２
月
２８
日

投
稿
の
お
願
い

編
集
委
員
会
で
は
会
員
の
皆
様

か
ら
の
投
稿
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

「
な
か
ま
の
た
よ
り
」
に
投
稿

の
方
、
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

何
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
会
員
さ
ん
訪
問
で
出
て
み

た
い
方
、
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ

ん
の
で
東
腎
協
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
わ
た
し
た

ち
の
患
者
会
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
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透
析
導
入
は

平
成
１２
年
、
仕
事
で
あ
る
旅
行
の
添
乗
員
と
し
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
同
行
し
た
時
、
下
半
身

が
む
く
み
体
調
が
不
良
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は

長
時
間
飛
行
機
に
乗
り
、
足
の
運
動
不
足
に
よ
る
血

流
不
足
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
か
か
っ
た
の
だ
ろ

う
と
い
う
認
識
で
、
別
段
の
危
機
意
識
も
持
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
平
成
１３
年
７
月
、
突
然
お
う
吐
し
、
歩

く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
体
調
自
体

は
、
体
が
重
く
仕
事
の
疲
れ
が
蓄
積
し
、
日
常
生
活

も
何
と
は
な
し
に
だ
る
い
と
い
う
感
じ
は
し
て
い
た

の
で
す
が
、
決
し
て
重
い
病
気
で
あ
る
と
い
う
気
は

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

と
に
か
く
病
院
に
行
っ
て
み
よ
う
と
、
近
く
の
高

島
平
中
央
総
合
病
院
に
駆
け
込
み
、
当
時
院
長
で
あ

り
ま
し
た
麦
倉
先
生
に
診
療
し
て
頂
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
症
状
が
あ
ま
り
に
ひ
ど
く
、
早
速
透
析

開
始
。
シ
ャ
ン
ト
を
作
成
す
る
時
間
も
な
く
、
首
の

と
こ
ろ
を
切
開
し
管
を
入
れ
て
の
透
析
で
し
た
。
来

院
が
一
週
間
も
遅
れ
て
い
れ
ば
、
命
は
な
く
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
と
言
う
状
態
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
つ

し
か
な
い
命
、
本
当
に
こ
の
駆
け
込
み
透
析
に
よ
り

守
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
透
析
に
勝
る
も
の

は
な
い
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

人
生
い
つ
も
旅
人
か
？

私
は
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
、
岩

手
県
久
慈
市
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
昭
和
３７
年
１９

歳
で
「
あ
ー
、
上
野
駅
」
に
降
り
立
ち
（
井
沢
八
郎

の
歌
よ
り
２
年
早
か
っ
た
が
）、
以
来
５２
年
間
東
京

に
居
を
構
え
、
添
乗
員
の
仕
事
を
し
な
が
ら
故
郷
を

し
の
び
、
心
は
い
つ
も
北
国
へ
。
若
き
頃
よ
り
現
在

に
至
る
ま
で
「
ふ
る
さ
と
の
訛
な
つ
か
し
停
車
場
の

人
ご
み
の
中
に
そ
を
聴
き
に
ゆ
く
」
と
言
う
啄
木
の

歌
に
涙
を
流
し
、「
帰
り
た
い
け
ど
帰
れ
な
い
」
と

口
ず
さ
み
な
が
ら
北
を
望
む
。

４
時
間
を
超
え
る
透
析
の
間
、
過
ぎ
し
時
間
を
追

憶
し
、
心
の
中
は
故
郷
そ
し
て
旅
し
て
巡
っ
た
世
界

の
各
地
を
夢
見
る
。
透
析
が
終
わ
り
、
現
実
に
戻
る

と
血
圧
が
下
が
り
、
ま
た
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
。

都
会
の
便
利
で
安
心
で
き
る
医
療
を
享
受
し
な
が
ら
、

夢
は
あ
ち
こ
ち
。
私
は
人
生
を
旅
す
る
中
途
半
端
な

透
析
宇
宙
人
か
⁉

諸
先
輩
の
努
力
に
よ
る
、 

今
の
透
析
環
境
に
感
謝
し
よ
う

現
在
、
都
営
三
田
線
西
台
駅
よ
り
１
分
の
「
西
台

ロ
イ
ヤ
ル
診
療
所
」
で
透
析
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
は
、
高
島
平
中
央
総
合
病
院
附
属
で
す
の
で
、

体
調
が
悪
い
時
は
す
ぐ
に
対
応
し
て
も
ら
え
ま
す
。

私
は
昨
年
１０
月
に
妻
を
亡
く
し
、
独
り
身
の
寂
し

さ
を
親
切
な
看
護
師
さ
ん
や
技
師
さ
ん
た
ち
の
、
温

か
い
雰
囲
気
に
慰
め
ら
れ
ま
た
力
づ
け
ら
れ
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
金
銭
の
負
担
な
く
週
３
回

の
透
析
が
出
来
る
こ
と
に
は
、
本
当
に
先
輩
諸
兄
等

の
努
力
の
結
果
と
深
く
謝
意
を
す
る
次
第
で
す
。

現
在
の
透
析
環
境
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
患

者
の
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
患
者

さ
ん
た
ち
に
、
一
緒
に
働
き
か
け
て
一
人
で
も
多
く

の
人
が
今
の
状
況
を
維
持
、
継
続
で
き
る
運
動
に
加

わ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
安
心

な
透
析
の
た
め
に
。

私
と
東
腎
協
③

高
中
腎
友
会
（
透
析
１２
年
６
か
月
）

三
河
勝
実
さ
ん
（
７１
）

２
０
０
号
記
念
投
稿
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職
場
の
検
診
で
…

昭
和
４０
年
、
当
時
勤
め
て
い
た
職
場
（
不
二
家
）

の
検
診
で
、「
尿
に
蛋
白
が
出
て
い
る
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
当
時
ま
だ
２２
歳
で
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年

の
検
診
の
都
度
、
血
圧
が
高
い
と
指
摘
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
酒
は
飲
む
し
普
通
の
生
活
を
し
、
組
合

の
活
動
に
も
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
当

然
腎
臓
病
の
自
覚
症
状
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
４
年
、
さ
す
が
に
体
の
状
態
が
悪
く
な
り
透

析
に
入
り
ま
し
た
。
４９
歳
の
時
で
す
。
子
供
た
ち
は

２０
歳
、
１８
歳
、
１０
歳
と
い
う
年
齢
で
し
た
。
経
済
的

な
こ
と
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
考
え

る
と
、
お
先
真
っ
暗
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

透
析
を
始
め
て
す
ぐ
に
病
院
か
ら
説
明
を
受
け
、

腎
臓
病
の
治
療
に
関
し
て
の
手
続
き
や
制
度
を
聞
き

安
心
し
た
の
で
す
。

透
析
医
療
諸
制
度
に
感
謝
！

そ
れ
は
、
透
析
医
療
の
国
の
負
担
に
よ
る
無
料
化

に
近
い
も
の
と
、
障
害
者
年
金
支
給
等
で
し
た
。
こ

れ
ら
制
度
の
存
在
が
あ
り
、
日
本
に
生
ま
れ
て
良
か

っ
た
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。　

私
は
企
業
で
働
い
て
い
た
時
に
組
合
活
動
に
も
関

心
が
あ
り
、
自
分
た
ち
の
要
求
を
、
相
手
で
あ
る
会

社
側
に
理
解
さ
せ
て
実
施
さ
せ
る
に
は
、
多
大
な
努

力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

患
者
の
立
場
に
立
っ
た
透
析
患
者
の
こ
の
制
度
を
作

り
上
げ
る
に
は
、
本
当
に
大
変
な
苦
労
を
先
人
の
方

々
が
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

患
者
会
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
練
馬
区
の
東
海
病
院
で
透
析
を
し
て

お
り
、
患
者
会
は
「
ひ
ま
わ
り
会
」
と
い
い
ま
す
。

東
腎
協
の
正
会
員
で
あ
り
、「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
会

長
も
務
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
透
析

に
至
っ
た
経
緯
、
そ
の
時
の
心
配
事
、
そ
し
て
現
在

に
至
る
ま
で
の
間
、
何
と
言
っ
て
も
腎
臓
病
と
い
う

不
治
の
病
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
き
続
け
て
来
れ

た
の
は
、
患
者
同
士
が
力
を
合
わ
せ
て
、
自
分
た
ち

の
生
き
る
権
利
を
行
政
に
働
き
か
け
て
き
た
こ
と
の

成
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
今
、
新

規
に
透
析
を
開
始
し
た
方
が
東
海
病
院
に
来
ら
れ
る

と
「
ひ
ま
わ
り
会
」
に
入
会
し
て
、
会
費
を
納
め
て

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

練
馬
地
域
腎
友
会
の
結
成
を 

め
ざ
し
ま
す

腎
臓
病
患
者
の
連
携
は
ま
だ
弱
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、今
年
の
４
月
に
開
く
「
ひ
ま
わ
り
会
」

の
役
員
会
の
中
で
、
練
馬
区
内
に
腎
友
会
の
設
立
構

想
を
提
案
す
る
予
定
で
す
。
私
ど
も
の
東
海
病
院
だ

け
で
な
く
、
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
土
支
田
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
高
松
病
院
、
大
泉
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
の
施
設

の
患
者
会
を
中
心
に
、
他
の
施
設
に
も
声
を
か
け
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
自
分
た
ち
の
透
析
環
境
の
一
層
の
向

上
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
着
実
に

や
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
楽

し
い
運
営
、
患
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

病
院
と
の
意
思
疎
通
、
そ
し
て
地
域
の
患
者
会
と
の

交
流
を
め
ざ
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

�

東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
（
透
析
２２
年
）

山
崎

　
弘
さ
ん
（
７１
）

私
と
東
腎
協
④

２
０
０
号
記
念
投
稿
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当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
他
院
の
患

者
さ
ん
も
含
め
て
６５
名
を
越
え
る
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
技
士
長
の
ご
講
演
と
兵

庫
の
「
坂
井
瑠
実
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
坂
井

瑠
実
理
事
長
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

坂
井
先
生
に
は
「
透
析
医
療
４０
年
を

経
て
見
え
て
き
た
も
の
」、「
長
時
間
透

析
は
有
用
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を

第
４３
次
国
会
請
願
は
、
３
月
２０
日
衆

議
院
第
一
議
員
会
館
に
全
国
の
県
の
代

表
が
集
結
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
紹

介
議
員
２
９
０
名
、
来
場
議
員
３０
名
、

秘
書
６０
名
、会
員
参
加
数
２
１
４
名（
東

京
７
名
）
で
し
た
。

第４３次国会請願に
全国から２１４名が集結

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷

患
者
会
講
演
会
を
開
催

３
月
１６
日
（
日
）
世
田
谷
区
烏
山
区
民

セ
ン
タ
ー

集会に来場された議員の方々

小池晃参議院議員

い
た
だ
き
ま
し
た
。

透
析
療
法
の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
現

在
の
透
析
療
法
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
、

そ
し
て
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
ご
経
験

を
写
真
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者

の
方
か
ら
あ
っ
た
多
く
の
具
体
的
な
質

問
に
丁
寧
に
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
き
に
渡
り
透
析
医
療
に
携
わ
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
坂
井
瑠
実
先
生
の
お

話
は
、
内
容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
そ
の

一
言
一
言
に
と
て
も
重
み
が
あ
り
、
大

変
貴
重
な
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

講
演
会
で
し
た
。

署
名
数
は
東
京
１
６
，９
７
２
筆（
全

腎
協
７
３
６
，
２
８
２
筆
）、
Ｊ
Ｐ
Ａ

東
京
１
４
，
７
０
３
筆
で
し
た
。
募
金

は
東
京
１
、
４
５
２
，
７
５
０
円
（
全

国
２
，
２
８
２
，
３
１
４
円
／
３
月
２０

日
現
在
）
で
し
た
。

国会請願紹介議員
会派 氏名 衆参
自民党 秋元　司 衆議院議員
自民党 平沢勝栄 衆議院議員
自民党 石田昌宏 参議院議員
民主党 長島昭久 衆議院議員
公明党 高木美智代 衆議院議員
公明党 石田祝稔 衆議院議員
公明党 竹谷としこ 参議院議員
公明党 山口那津男 参議院議員
共産党 笠井　亮 衆議院議員
共産党 田村智子 参議院議員
共産党 小池　晃 参議院議員
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世
界
腎
臓
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
Ｃ
Ｋ

Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
に
関
す
る
正
し
い

知
識
及
び
腎
臓
病
研
究
の
最
前
線
を
多

く
の
国
民
に
広
く
情
報
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
１
Ｆ
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

主
催
者
を
代
表
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
腎
協
藤
田
吉
彦
会
長
が
挨
拶
し
、
共

催
者
と
し
て
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
保

健
政
策
部
疾
病
対
策
課
阿
部
敦
子
課
長

が
挨
拶
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎

臓
病
）
に
つ
い
て
詳
し
く
な
ろ
う
―
腎

臓
を
ま
も
る
た
め
に
」
を
東
京
医
科
大

学
病
院
腎
臓
内
科
主
任
教
授
菅
野
義
彦

先
生
よ
り
、「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）

の
食
事
療
法
～
腎
臓
を
ま
も
る
た
め
に

今
す
ぐ
で
き
る
食
事
の
工
夫
～
」
を
女

子
栄
養
大
学
管
理
栄
養
士
坂
本
香
織
先

生
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
山
下
吏
良
さ
ん
（
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
の
司
会
・
進

行
で
、
講
師
の
菅
野
義
彦
先
生
、
坂
本

香
織
先
生
へ
の
質
疑
応
答
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

拝
啓　

日
頃
よ
り
会
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
１
月
１７
日
（
金
）
に
内
閣
府

公
益
認
定
等
委
員
会
へ
諮
問
さ
れ
た
当

会
か
ら
の
移
行
認
可
申
請
に
つ
い
て
、

１
月
２４
日
（
金
）
の
同
委
員
会
に
お
い

て
、
認
可
の
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め

る
の
が
相
当
と
答
申
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
事

務
局
よ
り
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
は
、
４
月
１
日
の
一
般
社
団
法

人
へ
の
移
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

法
人
移
行
作
業
が
遅
れ
ご
心
配
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
心
か
ら

第２５回腎臓病を考える
都民の集い

世
界
腎
臓
デ
ー
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

全
腎
協
・
一
般
社
団
法
人

へ
の
移
行
に
つ
い
て

日　時： ３月１６日（日）
　　　　午後 ２時～ ４時
場　所：�都民ホール（都庁議会棟

１Ｆ）
参加者：�１９５名（男性８１名、女性８５

名、他２９名）
主　催：ＮＰＯ東京腎臓病協議会
共　催：東京都

日　

時
：
３
月
１３
日
（
木
）

場　

所
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

主　

催
：
厚
生
労
働
省

社
団
法
人　

全
国
腎
臓
病
協
議
会

�

会
長　

今
井　

政
敏

菅野先生（右）坂本先生（左）都民のつどい

お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

全
腎
協
は
今
後
、
一
般
社
団
法
人
と

し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
順
守
し
、

様
々
な
課
題
に
会
員
の
目
線
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
何
卒
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

世界腎臓デーキャンペーン

が
行
わ
れ
東
腎
協
か
ら
も
３
名
参
加
し

ま
し
た
。日

本
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会

　
　

http://j-ckdi.jp/jckdi/
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一
ノ
清
明
さ
ん
の
突
然
の
訃
報
に
接
し
本
当
に
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。

告
別
式
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
の
中
に「
巨
星
墜
つ
」

と
の
表
現
が
あ
り
ま
し
た
が
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
の

人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
透
析
歴
４４
年
目
を
迎
え
、

享
年
７６
歳
は
、
高
年
齢
の
透
析
患
者
の
中
で
は
最
長

記
録
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
腎
協
結
成
か
ら
現
在
の
相
談
役
ま
で
役
員
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
人
は
、
一
ノ
清
さ
ん
が
最
後
に
な
っ

て
し
ま
い
、
結
成
当
時
の
経
験
を
も
つ
人
は
い
な
く

な
り
ま
し
た
。
一
ノ
清
さ
ん
は
、
温
和
で
誠
実
な
人

で
し
た
。
い
つ
も
謙
虚
で
献
身
的
な
姿
勢
は
、
多
く

の
役
員
、
会
員
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
腎
協
が
活
動
し
は
じ
め
た
頃
の
一
時
期
、
事
務

所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
一
ノ
清
さ
ん
の
自
宅

を
事
務
局
に
提
供
し
て
頂
い
た
時
あ
り
ま
し
た
。
一

の
清
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
役
職
と
し
て
は
、
東
腎
協

で
は
当
初
か
ら
常
任
幹
事
、
そ
し
て
副
会
長
、
相
談

役
と
長
く
歴
任
さ
れ
副
会
長
の
時
に
は
、
東
腎
協
を

代
表
し
て
全
腎
協
の
幹
事
、
運
営
委
員
、
理
事
の
重

責
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
全

腎
協
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て
長
い

間
活
躍
さ
れ
、
各
県
の
状
況
が
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ
て

い
て
難
し
い
と
こ
ろ
を
抜
群
の
調
整
能
力
で
リ
ー
ド

し
て
頂
き
ま
し
た
。

近
年
の
一
ノ
清
さ
ん
は
、
長
期
透
析
に
よ
る
ア
ミ

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
ノ
清
さ
ん
に
は
、
私
が
東
腎
協
常
任
幹
事
を
し

て
い
た
時
に
初
め
て
お
会
い
し
、
患
者
会
活
動
に
つ

い
て
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
育
て
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
時
は
、
常
任
幹
事
会
が
終
わ
る
と
必
ず
近

く
の
喫
茶
店
に
立
ち
寄
り
、
色
々
な
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
昭
和
４０
年
代
の
透
析
環
境

の
劣
悪
さ
の
話
は
と
て
も
想
像
の
つ
か
な
い
厳
し
い

も
の
で
し
た
。
後
に
全
腎
協
の
役
員
に
就
任
さ
れ
長

く
一
緒
に
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ

も
穏
や
か
な
口
調
で
、
患
者
の
目
線
に
立

っ
て
患
者
会
活
動
の
中
心
的
な
立
場
で
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
黎
明
期

の
透
析
治
療
を
経
験
さ
れ
た
大
切
な
「
語

り
部
」
の
お
一
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と

は
、
東
腎
協
、
全
腎
協
に
と
っ
て
と
て
も

残
念
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
患
者
会
活
動
以
外
に
も
旅
行
に

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
公
私
に

わ
た
り
長
年
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

近
年
は
、
長
期
透
析
に
よ
る
合
併
症
で

ご
苦
労
さ
れ
な
が
ら
療
養
生
活
を
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
患
者
会
の
常
と
は
言
い
な

が
ら
も
、
長
く
一
緒
に
活
動
を
さ
れ
た
先

輩
が
亡
く
な
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
辛
い
こ

と
で
す
。
一
ノ
清
さ
ん
の
ご
遺
志
を
引
き

継
ぎ
、
患
者
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
本
当
に
長
き
に
わ
た
り
ご
指
導

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ロ
イ
ド
の
合
併
症
と
の
戦
い
で
し
た
。
苦
し
い
と
き

で
も
愚
痴
を
こ
ぼ
す
こ
と
な
く
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い

人
と
奥
様
か
ら
も
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
透
析
導

入
当
初
の
厳
し
い
食
事
制
限
を
乗
り
越
え
、
４４
年
も

の
長
い
間
透
析
人
生
を
共
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
の
も

深
い
絆
で
結
ば
れ
た
夫
婦
愛
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

一
ノ
清
さ
ん
の
先
駆
者
と
し
て
の
ご
指
導
は
、
今

日
の
東
腎
協
、
全
腎
協
の
歴
史
に
残
る
礎
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
長
い
透
析
人
生
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。こ

れ
ま
で
の
ご
恩
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

黎
明
期
の
透
析
治
療
の
「
語
り
部
」

全
腎
協
常
務
理
事　

金
子　

智

一
ノ
清
明
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
心

一
ノ
清

　
明
さ
ん
を
偲
ん
で

追
悼ま

さ
に
「
巨
星
堕
つ
」

元
東
腎
協
会
長　

糸
賀
久
夫

一ノ清 明（いちのせ・あきら）平成２５年１２月２４日逝去。享年７６歳。透析歴
４４年。虎の門・高津会、元東腎協副会長、元全腎協関東ブロック長。１９７４
年から２０００年まで全腎協幹事、会計監査、運営委員を歴任。東腎協相談役。
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診療報酬の
改定について

２０１４年度（平成２６年） ４月から施行
される診療報酬について、次のように
改定されましたのでお知らせします。
人工腎臓等の適正な評価については
次の通りです。

以
上
の
事
か
ら
人
工
腎
臓
（
１
日
に
つ
き
）
４
時

間
以
上
５
時
間
未
満
の
場
合
を
見
ま
す
と
、
現
行
２
、

２
０
５
点
か
ら
２
、１
９
５
点
に
改
定
さ
れ
１０
点（
１

０
０
円
）
下
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
慢
性
維
持
透
析

患
者
外
来
医
学
管
理
料
５５
点
（
５
５
０
円
）
と
大
幅

に
下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
検
査
の
頻
度

や
包
括
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
い
ち
早
く
血
液
検
査
や

画
像
診
断
等
で
知
り
え
る
症
状
も
検
査
の
包
括
で
悪

化
し
て
か
ら
の
処
置
に
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

の
で
非
常
に
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ダ
イ
ヤ
ラ
イ
ザ
ー
・
材
料
価
格
等
は
今
後

の
情
報
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
透
析
の
診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
厳
し
い

条
件
に
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
く
、
今
後
も
動
向
を

見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�

（
事
務
局
長
・
岸
里
）

（新）糖尿病透析予防指導管理
料（特定地域）１７５点

※特定地域とは医療資源の少ない特定地
域で二次医療圏のことを指します。
〔東京・二次医療圏〕
大島町、利島村、新島村、神津島村、三
宅村、御蔵島村、八丈町、青ヶ島村、小
笠原村

今回改定で新たに糖尿病透析予防指導管理料（特
定地域）が新設されました。

慢性維持透析患者外来医学管理料

○現行
【慢性維持透析患者外来医学管理料】２，３０５点

○改定
【慢性維持透析患者外来医学管理料】２，２５０点（改）
※▲５５点
※慢性維持透析患者外来医学管理料には所定の
検査に対する評価が包括されていることから、
実勢価格を踏まえた各々の検査に対する診療報
酬上の評価の変化を、当該管理料の評価に反映
する。

⇩

人工腎臓（ １日につき）
○現　行
１　慢性維持透析を行った場合
　　イ　 ４時間未満の場合　　２，０４０点
　　ロ　 ４時間以上 ５時間未満の場合　　２，２０５点
　　ハ　 ５時間以上の場合　　２，３４０点
２ 　慢性維持透析濾過（複雑なものを行った場合）
　　２，２５５点

○改定
１　慢性維持透析を行った場合
　　イ　 ４時間未満の場合　　２，０３０点（改）
　　ロ　 ４時間以上 ５時間未満の場合　　２，１９５点（改）
　　ハ　 ５時間以上の場合　　２，３３０点（改）
２　慢性維持透析濾過（複雑なもの）を行った場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　２，２４５点（改）
　　※いずれも▲１０点
　　※人工腎臓については、診療報酬が引き下げられました。

時間区分などについて変更はありません。全腎協が要望して
きた「オンラインＨＤＦの透析治療において、治療に必要な時
間が十分確保できるよう診療報酬の技術料でオンライＨＤＦの
時間区分について新規設定をして下さい。」「長時間透析及び深
夜透析（オーバーナイト）を希望する患者が治療を受けられる
よう、診療報酬の技術料にある時間区分において、 ６時間以上
の透析時間区分点数を新規設定して下さい。」については、実
現できませんでした。

○その他手術等
①内シャント又は内シャント設置術　　１８，０８０点から１８，０８０点
②経皮的シャント拡張術、血栓除去術　１８，０８０点から１８，０８０点
③関節鏡下手根管解放手術　　　　　　１２，０００点から１０，４００点
※▲１，６００点

⇩
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透析医療苦難の時代透析バンザイ透析バンザイ 著者　バンザイ
（５３）

協
力　

渡
辺
好
徳
・
渡
辺
典
史
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（５４）
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（５５）
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（５６）
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事
務
局
か
ら

編
集
後
記

ご
寄
付
お
礼

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

○
東
京
第
一
支
店
様
（
２
月
～
３
月
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
い
鳥
葉
書
（
切
手
）

ご
寄
付
一
覧

【
患
者
会
】

・
柳
原
健
腎
会

・
い
ち
ょ
う
会

・
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
岩

（
３
月
３１
日
現
在
ま
で
分
、
敬
称
略
・

順
不
同
）

葉
書
・
切
手
等
は
沢
山
使
用
し
ま
す
の

で
い
つ
で
も
ご
寄
付
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

～
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

東
京
都
腎
臓
移
植
組
織
適
合

性
検
査
費（
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
費
）

助
成
事
業
の
ご
案
内

１
．
対
象
者

都
内
に
住
所
を
有
し
、
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
慢
性
腎
不
全
の
方
で
、
献
腎

移
植
を
希
望
す
る
た
め
、
社
団
法
人
日

本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録

を
す
る
方
（
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
に
必
要
な
腎

臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
が
一
部
助

成
さ
れ
ま
す
）。

２
．
助
成
額

腎
臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
用
の
一

部
（
平
成
２６
年
度
に
つ
い
て
は
１
０
，

０
０
０
円
と
し
ま
す
）。

３
．
書
類
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

東
京
都
福
祉
保
健
局　

保
健
政
策
部　

疾
病
対
策
課　

献
血
移
植
対
策
係

所
在
地
〒
１
６
３
―
０
０
８
１
東
京
都

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
８
番
１
号

電
話　

０３
―
５
３
２
０
―
４
５
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
―
５
３
８
８
―
１
４
７
３

○
第
９
回
総
会
及
び
第
４
回
大
会
に
向

け
て
準
備
を
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
最
近
を
振
り
返
る
と
４０
年
以
上

の
長
期
透
析
患
者
が
全
国
的
に
見
て
も

亡
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
大
変
だ

っ
た
時
代
の
最
後
の
生
き
証
人
と
し
て

困
難
な
時
代
の
お
話
を
長
期
透
析
患
者

の
方
か
ら
聞
い
て
き
ま
し
た
が
、
患
者

会
活
動
が
衰
退
し
な
い
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
東
腎
協
の
歴
史
を
伝
え
る
べ
き
広

報
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
再
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

（
岸
里
）

○
今
月
は
、「
世
界
腎
臓
デ
ー
」「
都
民

の
つ
ど
い
」「
国
会
請
願
」
と
恒
例
の

行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
�
。
い
ま
や
国

民
病
と
も
い
わ
れ
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
、
透
析
患

者
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
ヒ
シ

ヒ
シ
と
感
じ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
活
動
の

一
つ
で
あ
る
、
こ
う
し
た
患
者
を
少
な

く
す
る
、
悲
し
い
辛
い
思
い
を
一
人
で

も
減
ら
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
意
義

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

新
年
度
か
ら
「
編
集
委
員
会
」
が
Ｈ

Ｐ
委
員
会
と
合
併
し
「
広
報
委
員
会
」

と
な
り
ま
す
。
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き

ょ
う
」
と
「
Ｈ
Ｐ
」
を
効
率
的
に
融
合

１３ 東腎協 No.１９７／２０１３年５月

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
「
勉
強
会
」

日
時
�
４
月
１４
日
（
日
）

会
場
�
豊
島
区
民
セ
ン
タ
ー
４
階
第
２

会
議
室

参
加
者
�
３１
名

テ
ー
マ
�
「
シ
ャ
ン
ト
に
つ
い
て
の
基

礎
知
識
」
〜
私
た
ち
の
大
切
な
「
シ
ャ

ン
ト
」
の
す
べ
て
を
学
ぼ
う
〜

講
師
�
医
療
法
人
裕
眞
会

あ
か
ま
つ

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

赤
松
眞
先
生

榊
原
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
急
遽
入
院
に
よ

り
開
会
の
挨
拶
を
省
略
し
て
、
１
時
半

よ
り
古
木
理
事
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し

た
。シ

ャ
ン
ト
（
バ
ス
キ
ュ
ウ
ラ
ー
ア
ク

セ
ス
）、
内
シ
ャ
ン
ト
（
Ａ
Ｖ
Ｆ
）、
血

流
不
良
、
狭
塞
、
閉
塞
（
バ
ル
ー
ン
拡

大
）、
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル
の
穿
刺
は
痛
く

な
い
と
か
、
Ｈ
Ｄ
Ｆ
は
若
い
人
の
や
っ

て
も
ら
い
た
い
、
な
ど
の
質
疑
応
答
が

あ
り
、
３
時
３０
分
に
終
了
し
ま
し
た
。

東
京
都
腎
臓
移
植
組
織
適
合

性
検
査
費（
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
費
）

助
成
事
業
の
御
案
内

１

対
象
者

都
内
に
住
所
に
有
し
、
人
工
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る
慢
性
腎
不
全
の
方
で
、

献
腎
移
植
を
希
望
す
る
た
め
、
社
団
法

人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

登
録
す
る
方
（
社
団
法
人
日
本
臓
器
移

植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
に
必
要
な

腎
臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
が
一
部

助
成
さ
れ
ま
す
。）

２

助
成
額

腎
臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
用
の

一
部
（
平
成
２５
年
度
に
つ
い
て
は
１
０
、

０
０
０
円
と
し
ま
す
。）

３

書
類
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

東
京
都
福
祉
保
健
局

保
健
政
策
部

疾
病
対
策
課

献
血
移
植
対
策
係

所
在
地
〒
１
６
３
�
８
０
０
１

東
京

都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
８
番
１
号

電

話
０
３
�
５
３
２
０
�
４
５
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
�
５
３
８
８
�
１
４
３
７

東京都と協定を締結しているＨＬＡ検査センター

検査センター名 所在地 電話番号

国家公務員共済組合連合会
虎の門病院 東京都港区虎ノ門２―２―２ ０３―３５８８―１１１１

東京医科大学
八王子医療センター 東京都八王子市館町１１６３ ０４２―６６５―５６１１

東京女子医科大学病院 東京都新宿区河田町８―１ ０３―３３５３―８１１１

東邦大学医療センター
大森病院 東京都大田区大森西６―１１―１ ０３―３７６２―４１５１

その他のＨＬＡ検査センター（都内及び近隣３県）

検査センター名 所在地 電話番号

昭和大学病院 東京都品川区旗の台１―５―８ ０３―３７８４―８０００

埼玉医科大学国際医療センター 埼玉県日高市山根１３９７―１ ０４２―９８４―４１１１

埼玉医科大学総合医療センター 埼玉県川越市鴨田辻道町１９８１ ０４９―２２８―３４００

独立行政法人国立病院機構
千葉東病院 千葉県千葉市中央区仁戸名町６７３ ０４３―２６１―５１７１

東海大学医学部付属病院 神奈川県伊勢原市下糟屋１４３ ０４６３―９３―１１２１

北里大学病院 神奈川県相模原市南区北里１―１５―１ ０４２―７７８―８１１１

公立大学法人横浜市立大学附属
病院 神奈川県横浜市金沢区福浦３―９ ０４５―７８７―２８００

田村智子参議院議員（右）に署名用紙を渡す木下会長 川田龍平参議院議員秘書（左）に署名用紙を渡す木下会長
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い
た
し
ま
す
。
絵
画
、
陶
芸
、
手
芸
、

料
理
、
�
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

随
時
募
集

　
　
　
　

出
来
る
だ
け
作
品
を
写
真

撮
影
し
て
、
プ
リ
ン
ト
と
作
品
コ
メ
ン

ト
（
４
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て
、
封

書
で
東
腎
協
事
務
局
（
東
京
都
豊
島
区

南
大
塚
２
―
４０
―
１１
富
士
大
塚
ビ
ル
２

Ｆ
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

採
用
の
際
に
は
薄
謝（
図
書
券
）

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

募
集
時
期

応
募
方
法

謝
礼

今
後
の
活
動
予
定

患
者
団
体
と
結
束
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。

私
ど
も
の
「
命
と
暮
ら
し
」
を
守
る

活
動
に
賛
同
い
た
だ
け
れ
ば
是
非
、
賛

助
会
員
と
し
て
団
体
の
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
き
た
く
心
よ
り
お
願
い
致
し
ま

す
。記賛

助
会
員
会
費
：
個
人
年
額
５
、
０

０
０
円
、
団
体
年
額　

１
口
１
０
、
０

０
０
円
／
１
口
以
上

※
年
１
回
名
刺
広
告
を
機
関
誌
「
東

腎
協
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
但
し
、
継
続
で
も
初
年
度
１
回
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

１
９
７
２
年
（
昭
和
４７
年
）
１１
月
１９

日
、
東
京
都
腎
臓
病
協
議
会
（
現
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議

会
）
を
結
成
し
ま
し
た
。
結
成
か
ら
４１

年
を
経
過
し
、
透
析
医
療
も
格
段
に
進

歩
し
、
４０
年
を
迎
え
て
い
る
透
析
患
者

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
社
会
保
障
制
度
、
医
療

費
制
度
の
削
減
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
透
析
医

療
も
安
心
し
て
は
い
ら
れ
な
い
状
況
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
医
療
機
関
、
各
企
業
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人

東
京
腎
臓
病
協
議
会
賛
助
会
員

入
会
の
お
願
い

し
て
、
新
た
な
広
報
活
動
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｐ
」で
は
、

携
帯
端
末
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
も
ご
要
望
、
ご
意
見
な

ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

�

（
板
橋
）

表
紙
の
作
品
募
集

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
表

紙
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
掲
載

４
月
２６
～
２７
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
１
０
回
理
事
会
（
東
京
）

４
月
２７
日
（
日
）	

第
97
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

５
月
１７
日
（
土
）

全
腎
協
第
54
回
総
会

５
月
１８
日
（
日
）

２
０
１
４
年
度
全
腎
協
全
国
大
会
ｉｎ
さ

ぬ
き
（
香
川
県
）

５
月
２５
日
（
日
）	

第
98
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

６
月
１２
～
１５
（
木
～
日
）

第
59
回
日
本
透
析
医
学
会
学
術
集
会
・

総
会
（
神
戸
国
際
会
議
場
）

６
月
２１
～
２２
（
土
・
日
）

全
腎
協
臨
時
理
事
会
（
東
京
）

６
月
２２
日
（
日
）	

第
99
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

６
月
２９
日
（
日
）	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
第
９
回
総
会
（
障
害
者

福
祉
会
館
・
Ａ
１
～
３
）

７
月
６
日
（
日
）	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
第
４
回
大
会
（
大
森
東

急
イ
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
ル
ー
ム
）

７
月
１２
～
１３
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
事
務
局
長
会
議

７
月
１９
～
２０
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
山
梨

県
）

７
月
２６
～
２７
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会

ｉｎ
と
ち
ぎ
（
栃
木
県
・
大
江
戸
温
泉
物

語
日
光
霧
降
栃
木
）

７
月
２７
日
（
日
）	

第
１
０
０
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

８
月
１２
～
１５
（
火
～
金
）

事
務
局
夏
季
休
業

８
月
２４
日
（
日
）

第
１
０
１
回
理
事
会
（
Ｃ
２
）

８
月
３０
～
３１
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
青
年
研
修
会
（
東
京
）

９
月
２７
～
２８
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
１
１
回
理
事
会
（
東
京
）

９
月
２８
日
（
日
）	

第
１
０
２
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

１０
月
５
日
（
日
）

第
34
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

１０
月
２６
日
（
日
）	

第
１
０
３
回
理
事
会
（
未
定
）

１１
月
８
～
９
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
相
談
員
研
修
会
（
東
京
）

１１
月
２２
～
２３
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
55
回
総
会
（
東
京
）

１１
月
２３
日
（
日
）	

第
１
０
４
回
理
事
会
（
未
定
）

１２
月
２１
日
（
日
）	

第
１
０
５
回
理
事
会
（
未
定
）

１２
月
２６
日
（
金
）

事
務
局
仕
事
納
め
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今
回
の
絵
柄
を
描
く
の

に
際
し
、
山
に
入
り
竹
を

選
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

こ
の
竹
を
選
ぶ
時
か
ら
、

頭
の
中
の
創
作
が
始
ま
り

ま
す
。

竹
に
は
木
の
持
っ
て
い
る

年
輪
と
い
う
も
の
が
な
く
、

竹
の
一
本
一
本
が
す
べ
て
違

っ
た
顔
を
し
て
想
像
を
掻
き

立
て
ま
す
。
５
年
以
上
の
竹

で
、
長
さ
は
１５ｍ
、
重
さ
は

３
０
０
㎏
で
も
下
か
ら
４ｍ

く
ら
い
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

そ
の
竹
に
特
殊
な
加
工
を

施
し
、
約
半
年
間
寝
か
し

ま
す
。

い
よ
い
よ
絵
を
掘
る
訳

で
す
が
、
今
回
の
よ
う
な

絵
柄
を
掘
る
竹
を
選
ぶ
の
が

大
変
で
し
た
。
百
人
一
首
を

見
な
が
ら
絵
を
描
く
の
で
す

が
、
字
を
書
く
の
は
４
通
り

の
掘
り
方
が
あ
り
、
筆
文
字

な
の
で
さ
ら
に
難
し
く
な
り

ま
す
。
自
己
満
足
で
す
が
う

ま
く
か
け
た
と
思
い
ま
す
。

無　料　０１２０―０８８―３９３
または　０３―５３９５―２６３１

◎事前に電話で下記日時をご予約下
さい。（予約制）
◎予約受付時間：月～金（土日休日）
� 午前１０時～午後 ６時
　療養生活の不安や疑問、体調がす
ぐれない、腎臓病の悩みやご家族の
方々の話を各分野の専門家が応対し
ます。お気軽にお電話ください。
生活・福祉　午後 ３時～ ７時
担当：医療ソーシャルワーカー
（一回３０分）
５月 ９日（金）・２９日（木）
６月１３日（金）・２６日（木）

栄養・食事　午後 ２時～ ４時１５分
担当：栄養管理士（一回２０分）
５月 １日（木）・１６日（金）
６月 ５日（木）・２０日（金）

こころの相談　午後 ３時～ ７時
担当：認定心理士（ １回３０分）
５月２２日（木）・ ６月１９日（木）

　（社）全国腎臓病協議会
＊当会では個人情報保護法に準拠し相談
業務を行っています。

表
紙
の
こ
と
ば

吉澤 正雄さん
（透析歴１０年・６２歳）

新小岩クリニック友の会
（船堀）

腎
臓
病
患
者
の
た
め
の

全
腎
協
で
ん
わ
相
談
の
ご
案
内
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災
害
発
生
時
の�

大
島
で
の
透
析
状
況
に
つ
い
て

災
害
発
生
直
後
、
大
島
町
に
つ
い
て
の
最
新
状
況

に
つ
い
て
、
岸
里
事
務
局
長
か
ら
大
島
腎
友
会
中
嶋

会
長
に
電
話
を
入
れ
た
。

「
１０
月
２１
日
（
月
）
現
在
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関

し
て
、
一
時
停
電
等
あ
っ
た
。
水
道
は
出
て
い
る
。

し
か
し
台
風
２７
号
も
迫
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
透
析

者
は
本
土
に
移
動
。
自
宅
か
ら
船
着
き
場
ま
で
は
大

島
透
析
施
設
が
責
任
を
も
っ
て
移
動
す
る
予
定
。
本

土
の
通
院
先
病
院
で
の
送
り
迎
え
も
し
て
頂
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

※
災
害
当
日
情
報
２
０
１
３
・
10
・
1６　

台
風
２６
号　

（
東
京
都
大
島
町
）
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
電
話
対

応
：
透
析
室　

給
水
艦
か
ら
水
の
供
給
を
受
け
て
い
る
が
、
限
度

が
あ
り
、
１９
日
（
土
）
あ
る
い
は
２１
日
（
月
）
ま
で

透
析
が
で
き
る
か
ど
う
か
？

行
方
不
明
者
は
１
名
の
み
で
他
の
方
は
全
員
無
事

現
時
点
で
透
析
患
者
の
３
分
の
２
の
方
は
都
内
へ

移
動
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
的
に

は
全
員
を
都
内
へ
移
動
さ
せ
る
予
定
。
移
動
手
段
は

個
人
で
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、

透
析
室
の
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。

都
内
の
受
け
入
れ
病
院
は
都
立
病
院
を
予
定
し
て

い
る
が
ま
だ
確
定
は
し
て
い
な
い
（
２
、
３
か
所
）。

（上）
伊
豆
大
島
土
石
流
災
害
状
況
を
達
え
る
新
聞
記
事

（左）
行
方
不
明
者
を
捜
索
す
る
海
上
保
安
庁
の
潜
水
士
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透
析
患
者
の
現
状

透
析
者
２８
名
中
２７
名
は
大
島
腎
友
会
所
属
。
１９
、

２０
、
２１
日
の
３
日
間
で
全
員
本
土
移
動
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
車
イ
ス
の
方
が
４
～

５
名
い
る
。

移
動
先
で
一
番
多
い
の
は
東
京
都
保
健
医
療
公
社

大
久
保
病
院
（
元
都
立
大
久
保
病
院
）、
他
都
立
広

尾
病
院
、
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
、
一
部
親

戚
の
方
の
近
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
。

※
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー

平
成
１６
年
４
月
よ
り
医
療
法
人
社
団　

藤
井
医
院

は
医
療
法
人
社
団　

藤
清
会
と
な
り
、
公
設
民
営
型

医
療
機
関
で
あ
る
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
島
で
唯
一

の
有
床
診
療
所
）
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

現
地
視
察
の
詳
細

日
時
：
２
０
１
４
年
２
月
２２
日
（
土
）
１０
：
１５
～

１５
：
００
（
竹
芝
桟
橋
よ
り
東
海
汽
船
ジ
ェ
ッ
ト
船
で

片
道
２
時
間
）

面
談
者

大
島
腎
友
会
：
中
嶋
相
談
役
（
前
会
長
）　

　
　
　
　
　
　

山
口
新
会
長（
本
年
２
月
交
代
し
た
）

東
腎
協
：　
　

戸
倉
副
会
長
（
災
害
対
策
委
員
長
）　

　
　
　
　
　
　

岸
里
事
務
局
長

全
腎
協
：　
　

小
野
副
会
長

主
な
行
動
：
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
視
察
懇
談
・
献
花

（
故
那
智
夫
妻
・
大
島
町
献
花
台
）・
被
災
地
視
察

東京都大島町では台風第2６号の豪
雨に伴い、火山地域で発生した（流
木を伴う）大規模な泥流により甚
大な被害が発生した。（内閣府）
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○
中
島
氏
宅
に
て
懇
談
・
都
営「
つ
ば
き
公
園
」視
察

大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
訪
問

○
川
島
主
任
（
事
務
長
不
在
の
た
め
主
任
看
護
師
）

と
懇
談
。

○
施
設
規
模
：
１０
床
。
看
護
師
４
名
・
技
師
１
名
・

准
看
護
師
１
名
。
腎
内
専
門
医
は
月
に
一
度
来
院
し

検
査
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
と
問
診
を
行
う
。
施
設
は
始

業
８
時
～
１７
時
に
終
了
。
日
曜
定
休
。
検
査
は
月
一

度
。
患
者
も
そ
の
実
態
を
容
認
。

○
患
者
数
・
会
員
数
：
患
者
２９
名
、
会
員
数
２６
名
（
２

名
は
今
後
入
会
予
定
）。

○
被
災
時
の
状
況
：
台
風
２６
号
時
病
院
の
す
ぐ
側
ま

で
土
石
流
が
迫
り
、
停
電
・
断
水
の
恐
れ
と
台
風
２７

号
接
近
に
よ
り
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
の
判
断
で
都

の
透
析
施
設
で
透
析
す
べ
き
と
し
て
、
大
久
保
・
広

尾
病
院
な
ど
５
病
院
の
受
け
入
れ
を
手
配
し
た
（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
せ
ず
）。
臨
時
宿
泊
手
配
は
行

政
に
協
力
を
得
た
（
安
定
し
て
か
ら
は
、
入
院
・
親

族
に
頼
る
な
ど
ま
ち
ま
ち
）。
こ
の
手
配
は
ス
ム
ー

ズ
に
運
ば
れ
た
が
、
患
者
の
中
で
は
移
動
を
好
ま
な

い
者
も
あ
ら
わ
れ
て
説
得
し
た
。

献
花
黙
祷
（
写
真
参
照
）

○
故
那
知
ご
夫
妻
（
ご
主
人
が
患
者
会
会
員
。
土
石

流
に
襲
わ
れ
夫
妻
が
被
災
し
逝
去
。
家
屋
も
破
壊
さ

れ
現
在
は
家
屋
の
跡
形
も
な
い
状
況
）
の
自
宅
跡
に

て
献
花
黙
祷
。

○
大
島
町
の
献
花
台
（
医
療
セ
ン
タ
ー
す
ぐ
脇
）
に

て
献
花
黙
祷
。

被
災
地
視
察
（
前
頁
写
真
参
照
）

○
最
大
の
被
災
地
（
す
で
に
あ
る
程
度
の
整
備
が
進

行
中
）
と
未
着
手
の
被
災
地
を
視
察
。
最
大
の
被
災

地
：
見
渡
す
限
り
土
石
流
跡
。
元
の
姿
は
林
間
に
家

屋
が
あ
っ
た
が
、
更
地
状
態
と
残
る
家
屋
が
破
壊
さ

れ
残
る
。
重
機
が
入
り
整
備
中
。
土
地
は
火
山
灰
の

よ
う
な
さ
ら
さ
ら
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
風
に
も
土

埃
が
舞
い
上
が
る
荒
涼
と
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。

○
整
備
未
着
手
の
被
災
地
：
大
木
が
根
元
か
ら
折
れ

・
大
き
な
岩
石
が
流
れ
着
い
た
状
況
。
下
流
に
損
壊

し
た
家
屋
が
残
る
状
況
。

○
砂
防
ダ
ム
：
被
災
地
そ
ば
に
砂
防
ダ
ム
が
あ
る
が

土
石
流
を
飲
み
切
れ
ず
、
基
本
的
に
低
い
ほ
う
に
流

れ
た
状
況
。

（上）故那知ご夫妻の自宅跡にて献花黙祷

（下）大島町の献花台にて献花黙祷
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中
嶋
氏
宅
で�

昼
食
の
接
遇
を
受
け
懇
談

（
氏
の
畑
で
採
れ
た
産
物
中
心
）
大
島
の
透
析
・
患

者
会
活
動
の
歴
史
・
望
む
こ
と
等
。

○
大
島
に
お
け
る
透
析
患
者
：
町
の
人
口
約
８
，
３

０
０
人
に
対
し
２９
名
（
２
８
６
名
に
１
人
）
の
透
析

患
者
は
日
本
の
平
均
を
上
回
り
多
い
。
糖
尿
病
患
者

か
ら
の
透
析
は
６０
～
７０
％
と
推
測
さ
れ
る
。
理
由
は

「
病
院
に
行
く
習
慣
が
な
い
」「
病
院
の
状
況
（
本

格
的
に
は
東
京
に
行
く
し
か
な
い
）」
な
ど
。

○
患
者
会
活
動
の
歴
史
：
医
療
セ
ン
タ
ー
に
透
析
施

設
の
併
設
・
専
門
医
の
来
院
な
ど
努
力
し
て
実
現
し

た
。
患
者
会
活
動
は
根
気
よ
く
・
継
続
的
に
交
渉
す

る
こ
と
、
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

実
情
と
望
む
こ
と

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
：
場
合
に
よ
っ
て
は
家
族
も
介

護
で
き
な
い
状
況
も
あ
り
、
患
者
を
受
け
入
れ
る
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。
大
島
で
は
重

度
で
な
い
患
者
は
面
談
後
、
軽
症
者
は
受
け
入
れ
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

○
老
健
建
設
：
議
員
に
よ
っ
て
は
理
解
が
あ
る
が
行

き
届
か
な
い
。
結
果
的
に
島
民
に
負
担
が
及
ぶ
こ
と

を
危
ぶ
む
声
も
あ
る
。

○
夜
間
透
析
：
現
在
の
透
析
医
療
の
実
施
状
況
に
患

者
が
合
わ
せ
て
い
る
。
現
状
で
は
夜
間
透
析
は
不
可

能
と
思
う
。
当
然
就
労
に
も
影
響
が
あ
る
。

い
ま
だ
整
備
未
着
手
の
倒
壊
し
た
家
屋
（
左
）

最
大
の
被
災
地

見
渡
す
限
り
の
土
石
流
跡
（
下
）
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○
在
宅
透
析
：
指
導
が
な
い
。
腎
内
担
当
医
師
の
常

駐
も
な
い
。

○
問
題
点

○
都
と
大
島
の
間
に
区
が
存
在
す
れ
ば
交
渉
も
明
確

化
で
き
る
が
、
都
が
相
手
で
は
ど
こ
と
交
渉
す
れ
ば

と
の
感
が
あ
る
（
大
島
の
行
政
に
は
身
近
な
こ
と
は

交
渉
で
き
る
が
）。

○
医
師
看
護
師
の
不
足
。

○
大
島
の
透
析
導
入
の
多
さ
に
対
す
る
予
防
活
動
。

○
透
析
患
者
へ
の
啓
蒙
（
講
師
を
派
遣
し
講
演
会
開

催
な
ど
）。

○
東
腎
協
と
の
接
点
を
増
や
し
た
い
。

視
察
の
感
想

土
石
流
の
威
力
の
す
さ
ま
じ
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

夜
中
停
電
中
に
こ
の
土
石
流
に
襲
わ
れ
れ
ば
人
間
の

力
な
ど
抵
抗
は
不
可
能
で
あ
る
。
大
島
に
お
け
る
こ

の
災
害
で
は
透
析
患
者
１
名
・
家
族
１
名
が
お
亡
く

な
り
、
家
屋
も
失
う
結
果
で
あ
っ
た
が
、
残
る
透
析

患
者
に
関
し
て
は
滞
り
な
く
手
配
で
き
た
こ
と
は
不

幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

懇
談
中
に
出
た
話
だ
が
、
今
後
東
京
都
で
発
生
し

た
場
合
、
災
害
対
策
は
ど
の
よ
う
に
準
備
す
る
か
、

に
つ
い
て
は
、「
ほ
ぼ
困
難
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
る
」
と
の
発
言
が
出
て
い
た
。
都
に
在
住
す
る
透

析
患
者
と
し
て
記
憶
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

�

報
告
者
（
小
野
、
岸
里
）　

○
全
腎
協
災
害
規
定
に
よ
り
見
舞
金
を
申
請

○
災
害
見
舞
金
内
訳
（
案
）

死
亡
（
本
人
）��
�
�
�
�
�
１
０
０
，
０
０
０
円

家
屋
全
壊
（
建
物
の
５０
％
以
上
が
損
壊
）

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
１
０
０
，
０
０
０
円

家
屋
半
壊
（
建
物
の
２０
％
以
上
５０
％
未
満
が
損
壊
）

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
５
０
，
０
０
０
円

家
屋
一
部
損
壊
（
建
物
の
３
％
以
上
２０
％
未
満
が
損

壊
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
３
０
，
０
０
０
円

床
上
浸
水
��
�
�
�
�
�
�
�
�
３
０
，
０
０
０
円

避
難
勧
告
（
１０
日
以
上
）��
�
�
３
０
，
０
０
０
円

以
上
、
全
腎
協
災
害
規
定
に
よ
り
死
亡
者
１
名
、

避
難
勧
告
（
１０
日
以
上
）
２２
名
を
東
腎
協
か
ら
申
請

し
、
大
島
腎
友
会
会
長
よ
り
、
各
被
災
会
員
に
お
見

舞
金
が
配
布
さ
れ
た
。

先日は当腎友会会員への災害見舞金をあり
がとうございました。
おもいもかけない大きな災害に見舞われ、
透析者全員が１０日以上の島外での避難生活を
余儀なくされました。
精神的、肉体的負担はもとより、家族の付
き添いを要した患者は、特に経済的負担も大
きく、今回の見舞金は大変ありがたいもので、
大きな励みになっております。
本当にありがとうございました。
東腎協、全腎協のかたがたのお骨折り、お
心遣いに心から感謝申し上げます。
また、当会の中心メンバーであった、那智
伴幸さんへの見舞金もご遺族のもとに渡り、
大変感謝していらっしゃいました。ありがと
うございました。
いまだ復興にはほど遠い大島ですが、なん
とか島民力合わせてがんばっていきたいと思
います。
今後とも何かとお世話になることが多いと
は思いますが、よろしくお願いいたします。
２０１３年１２月２８日

大島腎友会前会長　中嶋　仁司

大島腎友会より御礼の手紙

大島医療センターでの打ち合わせ
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３
・
１１
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が

経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
１２
月
、

災
害
時
に
透
析
医
療
を
確
保
す
る
た
め

に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と

を
、
今
後
の
透
析
医
療
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
、
透
析
医
学
会
が

中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
大
変
に

貴
重
な
調
査
報
告
書
「
東
日
本
大
震
災

学
術
調
査
報
告
書
―
災
害
時
透
析
医
療

展
開
へ
の
提
言
―
」
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
報
告
書
か
ら
特
に

透
析
患
者
と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き
内

容
、
ま
た
東
腎
協
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
に
着
目

し
、
ど
の
よ
う
な
提
言
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。最

も
重
要
な
基
本
的
な
視
点

は
じ
め
に
、
透
析
施
設
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
で
す
。
宮
城
県
の
透
析
施
設

で
は
震
度
６
・
７
を
記
録
し
た
透
析
施

設
が
多
数
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
透

析
室
内
機
械
・
設
備
の
損
傷
に
よ
る
透

析
不
能
は
、
ほ
ぼ
皆
無
で
し
た
。
こ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
醸
成
さ
れ
て
き
た
透
析

室
内
災
害
対
策
を
宮
城
県
の
透
析
施
設

全
体
で
推
進
し
て
き
た
結
果
に
よ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
将
来
の
災
害
対

策
へ
の
最
も
重
要
な
基
本
的
な
視
点
は
、

こ
れ
ま
で
醸
成
さ
れ
た
災
害
対
策
を
さ

ら
に
徹
底
し
、
透
析
室
の
直
接
被
害
に

よ
る
透
析
不
能
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
緊
急
離
脱
に
つ
い
て
は
事
態

の
切
迫
度
に
も
よ
る
が
、
普
段
の
診
療

に
お
い
て
慣
れ
て
い
る
方
法
が
安
全
で

あ
り
、
通
常
返
血
を
第
一
選
択
と
す
る

が
、
火
災
や
ガ
ス
漏
れ
事
故
な
ど
事
態

が
非
常
に
切
迫
し
て
い
る
場
合
の
備
え

と
し
て
、
最
近
開
発
さ
れ
た
逆
流
防
止

弁
付
留
置
針
や
緊

急
離
脱
用
回
路
ル

ー
プ
法
な
ど
が
あ

り
、
通
常
回
収
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
手

段
と
し
て
推
奨
し

て
い
ま
す
。

透
析
施
設
の
自
助
の
限
界

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
３
１
４
の

透
析
不
能
施
設
に
対
す
る
調
査
で
は
、

透
析
施
設
の
自
助
と
し
て
整
備
し
た
自

家
発
電
機
や
貯
水
槽
は
、
燃
料
や
給
水

な
ど
の
補
給
と
い
う
重
大
な
場
面
で
、

共
助
・
公
助
の
支
援
を
受
け
な
け
れ
ば

成
り
立
た
な
い
と
い
う
、
重
大
な
要
素

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
初
の
予
想
ほ
ど
役
立
つ
も
の
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
般
透
析
施
設
が

こ
れ
ら
の
非
常
用
設
備
を
整
備
し
て
も
、

維
持
透
析
に
は
不
十
分
な
レ
ベ
ル
で
あ

っ
た
り
、
震
災
に
よ
る
故
障
が
思
っ
た

以
上
に
多
か
っ
た
り
、
専
門
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
要
員
が
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、

結
局
透
析
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
時
に
他
の
医
療

機
関
や
公
共
施
設
を

差
し
置
い
て
優
先
的

に
給
水
や
燃
料
補
給

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
な
ど
、
一
般
透

析
施
設
が
維
持
透
析
の
た
め
の
自
助
防

災
対
策
と
し
て
こ
れ
ら
を
整
備
す
る
こ

と
の
限
界
が
露
呈
し
ま
し
た
。

公
共
性
を
有
す
る
施
設
が
活
躍
し
た

一
方
、
宮
城
県
の
透
析
医
療
従
事
者

か
ら
の
報
告
で
は
、
災
害
拠
点
病
院
な

い
し
、
透
析
基
幹
病
院
の
地
域
に
唯
一

の
拠
点
施
設
の
９
施
設
は
、
停
電
と
断

水
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
自
家
発
電

機
を
稼
働
さ
せ
、
県
や
市
か
ら
の
給
水

車
に
よ
る
給
水
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
的
に

受
け
、
透
析
不
能
施
設
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
支
援
を
優
先

的
に
受
け
る
に
足
る
公
共
性
を
有
す
る

施
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
共
通
し
て
い
た
。

な
お
、
透
析
不
能
と
な
っ
た
４９
施
設
は

停
電
・
断
水
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
一

般
施
設
が
多
数
で
し
た
。

透
析
医
療
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
し
た
場
合
、

全
て
の
透
析
施
設
に
自
家
発
電
機
と
貯

水
槽
を
完
備
し
、
重
油
と
数
十
ト
ン
の

水
を
常
に
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
行
政
を
中
心
と
し
た
支
援

体
制
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
対
処
の

方
法
に
は
次
の
２
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
地
域
透
析
拠
点
病
院
方
式

想
像
を
超
え
る
災
害
に
備
え
る
た
め
に
①

東
日
本
大
震
災
学
術
調
査
報
告
書

�

―
災
害
時
透
析
医
療
展
開
へ
の
提
言
―

これまで醸成されてき 
た透析室内災害対策

・ベッドサイドコンソールのキ
ャスターフリー
・患者ベッドのキャスターロッ
ク
・透析供給装置とＲＯ装置※の
壁面へのアンカーボルト固定
・透析供給装置とＲＯ装置の壁
面との接続部のフレキシブル
チューブ採用
※ＲＯ装置：水道水から透析用
水を製造する「水処理装置」

東腎協
災害対策委員長

戸倉振一
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ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
途
絶
期
間
だ
け
地
域

透
析
中
核
病
院
に
、
十
分
な
量
の
自
家

発
電
機
を
設
置
し
、
医
療
資
源
と
水
資

源
を
集
中
投
入
し
ま
す
。
そ
し
て
順
次

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し
透
析
再
開
し

た
施
設
間
で
も
共
助
を
続
け
な
が
ら
透

析
医
療
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

②
域
外
移
送
方
式

透
析
医
療
に
お
け
る
共
助
体
制
が
十

分
に
整
備
で
き
て
い
な
い
地
域
で
、
巨

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
稼
働
し
て
い
る
被
災
地
外
へ

透
析
患
者
の
移
送
を
中
心
と
し
た
対
処

を
行
う
こ
と
で
す
。

座
滅
症
候
群
（
※
１
）
へ
の
対
応

地
域
透
析
拠
点
病
院
と
災
害
拠
点
病

院
を
分
離
す
る
こ
と
も
必
要
と
提
言
し

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
は
津
波
被

害
が
そ
の
主
因
を
占
め
た
た
め
、
過
去

の
地
震
災
害
に
比
較
し
て
挫
滅
症
候
群

に
よ
る
急
性
腎
不
全
が
極
め
て
少
な
い

な
ど
、
急
性
期
医
療
の
比
率
が
こ
れ
ま

で
の
震
災
よ
り
低
か
っ
た
と
い
う
特
徴

を
有
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後

予
想
さ
れ
る
、
首
都
直
下
型
地
震
な
ど

の
大
規
模
地
震
に
お
い
て
、
災
害
拠
点

病
院
が
救
急
医
療
を
担
い
な
が
ら
慢
性

透
析
の
地
域
の
中
心
施
設
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
は
過
酷
を
極
め
ま
す
。
地
域

の
災
害
対
策
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

あ
た
っ
て
は
、
慢
性
透
析
の
拠
点
病
院

と
地
域
災
害
拠
点
病
院
を
分
離
し
て
整

備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
言
し
て

い
ま
す
。

災
害
時
の
体
調
管
理

①
透
析
患
者
の
場
合
に
は
、
遠
隔
地
へ

の
単
独
避
難
、
透
析
施
設
へ
の
通
院
、

避
難
所
で
の
食
事
制
限
、
透
析
者
と
は

言
い
出
し
づ
ら
い
環
境
、
生
活
リ
ズ
ム

の
他
者
と
の
違
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
レ
ス
が
重
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
十
分
な
睡
眠
、
心
身
の
安
静
を

確
保
す
る
。

②
災
害
後
に
も
た
ら
さ
れ
る
血
圧
上
昇

は
必
ず
し
も
体
液
量
の
増
加
に
伴
う
も

の
で
な
く
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
交
感
神

経
緊
張
状
態
が
強
く
関
与
す
る
。
避
難

所
で
は
透
析
患
者
で
あ
る
こ
と
を
明
言

し
、
血
圧
や
脈
拍
測
定
の
機
会
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
し
適
切
な
降

圧
療
法
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
て
お
く
。

③
一
般
的
に
避
難
所
な
ど

で
配
給
さ
れ
る
食
物
が
減

塩
食
で
あ
る
こ
と
は
殆
ど

な
く
、
か
な
り
塩
分
を
含

ん
で
い
る
も
の
が
多
い
。

そ
の
た
め
食
塩
摂
取
の
過

剰
に
よ
る
う
っ
血
性
心
不
全
を
起
こ
す
。

も
う
一
つ
は
、
い
つ
透
析
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
心
配
、
あ
る
い
は
配
給

食
が
塩
分
過
多
の
た
め
食
べ
る
の
を
過

度
に
制
限
し
て
し
ま
い
脱
水
状
態
に
な

る
の
で
、
溢
水
・
脱
水
に
注
意
す
る
。

避
難
所
な
ど
は
透
析
患
者
で
あ
る
こ
と

を
明
言
し
、
体
重
測
定
の
機
会
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

首
都
直
下
地
震
へ
の
対
処

東
京
都
に
は
約
４
０
０
の
透
析
施
設

が
点
在
し
、
半
数
以
上
が
ビ
ル
診
療

（
５４
・
７
％
）
で
あ
り
、
約
６
割
の
施

設
で
は
自
家
発
電
機
を
有
し
て
い
な
い

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、

電
気
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

は
、
首
都
直
下
地
震
で
は
広
域
で
破
綻

す
る
可
能
性
が
少
な
く
な
い
。
現
在
、

東
京
都
で
約
３
万
人
、
南
関
東
４
都
県

で
約
８
万
人
の
透
析
患
者
が
お
り
、
耐

震
機
能
に
優
れ
被
災
を
免

れ
た
一
部
施
設
だ
け
で
、

発
災
直
後
の
透
析
を
維
持

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、

と
い
う
事
実
を
透
析
関
係

者
、
透
析
患
者
、
自
治
体

政
府
が
共
通
に
認
識
と
し

て
持
つ
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
首
都
直
下
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
数
百
人
か
ら
最
大

数
万
人
の
透
析
患
者
の
移
送
と
支
援
透

析
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
数

百
人
程
度
の
移
送
は
行
政
を
介
さ
ず
に

移
送
し
た
実
績
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上

の
人
数
の
移
動
に
つ
い
て
行
政
の
関
与

は
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
移
送
し
た

場
合
の
患
者
の
避
難
場
所
、
避
難
時
の

生
活
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
行
政
の
サ
ポ
ー

ト
の
必
要
性
は
高
い
。
小
規
模
な
移
送

で
も
緊
急
車
両
の
取
り
扱
い
を
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
移
送
に
支
障
を
来
す
場

合
も
あ
る
。
ま
た
、
被
災
地
で
透
析
を

続
行
す
る
場
合
も
、
施
設
へ
の
給
電
、

給
水
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に
備
え

る
べ
く
、
上
記
の
地
域
組
織
と
平
時
の

行
政
と
自
治
体
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

災
害
時
に
は
何
が
な
ん
で
も
自
身
が

通
う
透
析
施
設
と
連
絡
を
と
り
、
指
示

を
受
け
る
こ
と
が
大
原
則
で
す
が
、
以

上
の
提
言
に
あ
る
よ
う
に
、
想
像
を
超

え
る
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
東
京

都
へ
の
要
請
の
ほ
か
に
最
も
身
近
な
市

区
町
村
へ
も
、
普
段
か
ら
の
働
き
か
け

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
次
号
で
は
、
各

地
域
腎
友
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

い
と
お
も
い
ま
す
。

※ １ 　挫滅症候群
【ざめつしょうこうぐん】
クラッシュ -シンドロームと
も言う。広範囲にわたる筋組織
の損傷により引き起こされる症
候群。初期にはショック症状が
あり，急速に腎機能が悪化する
ため、透析が必要になる。
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僕
は
現
在
２７
歳
で
す
が
、
最
初
に
腎

臓
が
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
発

覚
し
た
の
は
１３
歳
こ
ろ
受
け
た
尿
検
査

で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
小
学
校
の
尿

検
査
で
、
引
っ
か
か
っ
て
も
検
査
結
果

は
「
問
題
な
し
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
な
の
で
、
今
回
も
「
よ
く
ひ
っ
か

か
る
な
ぁ
」
程
度
に
し
か
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
検
査
結
果

は
「
問
題
あ
り
」
で
し
た
。
そ
こ
で
、

紹
介
さ
れ
た
病
院
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
う
ち
よ
り
小
児
専
門
の
腎
臓
内
科
が

あ
る
か
ら
、
そ
ち
ら
へ
行
っ
た
ほ
う
が

い
い
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
紹
介
状
を
も

ら
い
、
次
は
清
瀬
の
小
児
病
院
へ
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

僕
は
東
京
生
ま
れ
と
言
っ
て
も
、
立

川
な
の
で
、
立
川
か
ら
清
瀬
病
院
ま
で

乗
り
換
え
、
乗
り
換
え
で
、
二
時
間
か

か
り
ま
す
。
そ
こ
は
、
小
児
専
門
と
い

う
だ
け
あ
っ
て
、
全
国
各
地
か
ら
患
者

が
来
る
そ
う
で
、
北
海
道
か
ら
来
て
い

る
患
者
も
い
ま
し
た
。「
う
ち
は
ま
だ

近
い
ほ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
驚
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
月
に
一
度
の
診
察
で
、

二
年
ほ
ど
通
っ
た
１４
歳
こ
ろ
清
瀬
病
院

が
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
違
う

病
院
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
病
院
は
近
場
を
希
望
し
た
ら
、

立
川
に
あ
る
「
共
済
病
院
」
を
紹
介
し

て
も
ら
い
劇
的
に
近
く
な
り
ま
し
た
。

「
初
め
か
ら
こ
こ
で
良
か
っ
た
の
で

は
」
と
清
瀬
を
紹
介
し
た
人
に
言
い
た

か
っ
た
け
ど
、
近
場
に
な
れ
た
の
で
我

慢
で
す
。

共
済
病
院
へ
通
い
１０
年
近
く
経
っ
た

こ
ろ
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が
徐
々
に
高
く

な
り
、「
数
値
が
５
を
超
え
た
ら
透
析

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
言

わ
れ
て
か
ら
一
年
経
た
な
い
う
ち
に
数

値
が
５
を
超
え
て
し
ま
い
、
本
格
的
に

透
析
準
備
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

に
、
透
析
が
ど
う
い
う
も
の
か
説
明
さ

れ
て
い
た
の
で
、
す
ん
な
り
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
シ
ャ
ン
ト
を
作
る
た
め
に

福
生
病
院
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
生
ま

れ
て
初
め
て
電
気
メ
ス
を
体
験
し
ま
し

た
。メ
ス
を
入
れ
る
た
び
に
機
械
が「
ピ

ー
、
ピ
ー
」
と
音
が
し
て
意
外
に
怖
か

っ
た
で
す
。
シ
ャ
ン
ト
作
成
後
は
透
析

を
受
け
る
施
設
に
一
先
ず
、
西
国
分
寺

に
あ
る
「
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
初
の
透
析
を
受

け
ま
し
た
。透
析
準
備
の
と
き
か
ら「
透

析
は
ス
ゴ
イ
痛
い
よ
」
と
脅
か
さ
れ
て

い
た
の
で
、
ビ
ク
ビ
ク
も
の
で
し
た
が
、

い
ざ
や
っ
て
み
る
と
脅
か
さ
れ
た
の
が

良
か
っ
た
の
か
大
し
て
痛
く
も
な
く
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
当
時
新

米
だ
っ
た
の
か
穿
刺
し
た
女
医
さ
ん
の

ほ
う
が
僕
よ
り
緊
張
し
て
い
て
、
逆
に

「
先
生
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
と
技
師
さ
ん
た

ち
と
笑
っ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
透
析
を

受
け
て
い
る
間
、
地
元
の
立
川
で
受
け

ら
れ
る
透
析
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
今
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
「
す
な
が
わ
相
互

診
療
所
」
を
見
つ
け
ま
し
た
。
車
で
送

迎
あ
り
だ
っ
た
の
で
即
決
し
ま
し
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
良
く
し
て
く
れ

る
の
で
、
本
当
に
こ
ち
ら
で
透
析
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

透
析
は
辛
い
と
い
う
方
も
い
ま
す
が
、

僕
た
ち
に
と
っ
て
透
析
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
な
の
で
、
透
析
医
療
を
開

発
、
発
展
し
た
方
々
に
感
謝
し
、
こ
こ

ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
き
た

全
腎
協
お
よ
び
、
東
腎
協
の
皆
様
に
も

感
謝
い
た
し
ま
す
。

透
析
３
年
（
２７
歳
）

す
な
が
わ
相
互
診
療
所

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
理
事
会　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

透
析
は
僕
た
ち
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

清
水　

陽
介
さ
ん

リ
レ
ー

 
エッセ
イ
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「
小
池
会
」
忘
年
会藤

田
吉
彦

（
小
池
内
科
小
池
会
）

昨
年
の
年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ
た
１２

月
２１
日
１８
時
よ
り
、
小
池
会
の
忘
年
会

が
飯
田
橋
の
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
ビ
ル

２０
Ｆ
の
「
北
海
道
」
に
お
い
て
開
か
れ

ま
し
た
。

小
池
会
は
会
員
数
２８
名
で
施
設
は
飯

田
橋
駅
近
く
に
あ
り
、
朝
７
時
か
ら
可

能
な
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
透
析
と
、

親
身
な
ス
タ
ッ
フ
で
評
判
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
す
が
、
例
年
１２
月
に
は
院
長
先
生
、

透
析
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
と
で
楽
し
い
忘

年
会
を
欠
か
さ
ず
行
っ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
小
池
院
長
、
ス
タ
ッ
フ
の
小

林
さ
ん
、
細
川
さ
ん
に
加
え
、
東
腎
協

か
ら
岸
里
事
務
局
長
、
板
橋
編
集
長
の

ご
参
加
も
得
て
、
蟹
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
様
々
な
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。ま

た
初
め
て
の
試
み
の
ビ
ン
ゴ
大
会

に
、
一
同
童
心
に
帰
り
和
気
あ
い
あ
い

と
賑
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
賞
品
を
抱
え
て
帰
宅
の
途
に
つ

き
ま
し
た
。

小
池
会
は
忘
年
会
以
外
に
も
、
年
に

１
～
２
回
、
院
長
先
生
ご
本
人
他
お
知

り
合
い
の
先
生
に
よ
る
勉
強
会
を
実
施

し
て
お
り
、
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
会
員
が
増
え
て
い
く
よ
う
一
同
願

っ
て
お
り
ま
す
。

勉
強
会
＆
新
年
会

坂
本
悦
男

（
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
）

１
月
２６
日
、
東
腎
協
理
事
会
開
催
日

と
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
理
事
会
よ

り
身
近
な
仲
間
の
い
る
「
東
海
病
院
ひ

ま
わ
り
会
」
の
ほ
う
が
当
然
優
先
事
項

と
決
め
つ
け
、
勉
強
会
＆
新
年
会
に
専

念
し
た
。

勉
強
会
は
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、

新
年
会
は
５
時
か
ら
と
時
間
を
決
め
、

場
所
は
中
村
橋
福
祉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を

勉
強
会
用
に
確
保
し
、
新
年
会
は
居
酒

屋
「
村
さ
来
」
を
予
約
し
た
。

勉
強
会
は
二
部
か
ら
構
成
し
、
第
一

部
は
介
護
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
に
案
内
を
出
し
て

来
て
い
た
だ
き
「
腎
臓
病
患
者
の
注
意

す
べ
き
生
活
と
そ
の
理
由
」
を
中
心
に

し
た
腎
臓
病
の
基
本
の
説
明
。
第
二
部

は
患
者
同
士
の
意
見
交
換
と
生
活
リ
ズ

ム
活
性
化
の
話
し
合
い
。
と
言
う
内
容

で
あ
り
ま
し
た
。

我
々
も
老
齢
化
し
て
、
日
常
生
活
に

介
護
す
る
人
々
の
手
助
け
が
必
要
と
な

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
腎

臓
病
患
者
に
は
日
常
生
活
の
中
で
体
重

管
理
や
ら
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
等
の
摂
取

調
整
法
な
ど
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
介
護
の
方
々
に
は

他
の
障
害
の
方
々
と
同
様
の
注
意
で
良

い
と
理
解
さ
れ
る
方
が
居
な
い
と
も
限

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
我
々
も
今
一
度
生

活
の
中
で
注
意
す
べ
き
こ
と
を
思
い
返

す
意
味
を
含
め
、
病
院
側
に
お
願
い
し

て
基
礎
、
腎
臓
病
患
者
の
注
意
す
べ
き

日
常
生
活
と
介
護
し
て
下
さ
る
方
々
の

病
気
認
識
の
深
化
を
勉
強
し
た
次
第
で

し
た
。

当
初
２５
名
の
部
屋
を
確
保
し
た
の
で

す
が
、
途
中
か
ら
手
狭
で
あ
る
程
の
盛

況
さ
が
分
か
り
、
さ
ら
に
隣
接
の
部
屋

も
あ
わ
て
て
確
保
し
、
何
と
か
乗
り
切

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
勉
強
会
参
加

者
総
勢
３４
名
で
し
た
。
第
一
部
の
基
礎

的
な
勉
強
を
１
時
間
ほ
ど
行
っ
た
後
、 ひまわり会新年会

小池会忘年会
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第
二
部
に
入
り
各
自
の
体
験
や
自
己
紹

介
を
話
し
合
い
、
こ
れ
が
ま
た
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
残
余
の
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
次
の
新
年
会
へ
と
流

れ
て
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

新
年
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
例
年
に

な
く
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
会
費
三
千

円
、飲
み
放
題
（
こ
れ
で
い
い
の
か
？
）

に
２８
名
が
出
席
。
ひ
ま
わ
り
会
の
３
分

の
１
以
上
の
人
が
出
席
し
た
こ
と
と
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
病
院
側
か
ら
も
江

本
院
長
先
生
を
始
め
栗
山
先
生
、
中
西

師
長
も
出
て
下
さ
り
、
飲
み
す
ぎ
に
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
し
た

が
、
先
生
方
が
よ
く
飲
ん
で
ま
し
て
、

今
後
の
反
省
材
料
と
な
り
ま
し
た
。
患

者
同
士
ま
た
病
院
側
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
良
く
な
り
、
日
々
の
生
活

に
も
張
り
が
出
た
も
の
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。第

九
回
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

川
柳
係　

井
上

　
武

（
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
）

練
馬
区
の
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
患
者

会
に
よ
る
第
九
回
目
の
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
元
気
」
で
六
十
八
句
も
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
員
は
患
者
会
役
員
と
前
回
コ
ン

テ
ス
ト
の
成
績
優
秀
者
で
、
投
票
の
結

果
、
優
秀
作
品
に
は
次
の
句
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
川
柳
で
は
一
位
か
ら
三
位
を

天
地
人
と
呼
び
、
五
客
と
続
き
ま
す
。

天

　
元
気
な
日
毎
日
続
く

　
　
夢
を
追
う�

久
保
光
子

地

　
永
生
き
で
お
国
に
悪
い
が

　
　
俺
元
気�

寿
老
人

人

　
楽
天
が
元
気
を
く
れ
た
日
本
一

�

山
口
君
子

五
客

　
菊
の
鉢
隠
せ
元
気
な

　
　
　
孫
が
来
る�

菊
之
丞

五
客

　
う
ち
の
人
元
気
だ
け
れ
ど

　
　
　
ア
ル
ツ
な
の�

寿
老
人

五
客

　
来
て
う
れ
し
帰
っ
て
う
れ
し

　
　
　
孫
元
気�

金
子
博
光

五
客

　
お
し
ゃ
べ
り
と
食
欲
だ
け
は

　
　
　
衰
え
ず�
丸
山
み
ね
子

五
客

　
姿
よ
り
元
気
が
取
り
柄

　
　
　
我
が
女
房�
清
水
猛

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
患
者
会
が
あ

る
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
無
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

あ
り
ま
す
。
私
は
患
者
会
が
無
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
八
年
、
患
者
会
が
あ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
九
年
間
透
析
を
受
け
て
お
り

ま
す
が
、
患
者
会
が
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
ほ
う
が
患
者
同
士
の
交
流
が
あ
る
た

め
断
然
雰
囲
気
が
良
い
で
す
。

毎
週
三
回
、
四
時
間
の
透
析
を
す
る

場
所
で
す
か
ら
雰
囲
気
が
良
い
と
こ
ろ

で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

当
患
者
会
で
は
講
師
を
招
い
て
勉
強

会
を
し
た
り
、
院
長
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
親
睦
会
を
し
た
り
、
慰
安
旅

行
等
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
た
者
同
士
で
楽

し
い
活
動
を
し
て
癒
さ
れ
、
励
ま
さ
れ
、

透
析
も
辛
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
の

だ
と
実
感
で
き
ま
す
。
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
も
そ
の
よ
う
な
主
旨
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。ご

支
援
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た

嵯
峨
ミ
サ
子

（
大
島
腎
友
会
）

こ
の
度
、
大
島
町
で
の
台
風
２６
号
災

害
の
折
は
、
貴
腎
臓
病
協
議
会
か
ら
、

お
見
舞
金
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、
島
外
避
難
し
た
会
員
も

今
月
中
に
全
員
帰
島
で
き
る
と
の
話
を

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

私
も
会
員
の
一
人
と
し
て
、
お
見
舞

い
金
を
お
宅
へ
お
届
け
し
ま
し
た
が
、

皆
様
、
感
激
と
感
謝
の
気
持
ち
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
当
に
貴
重
な
お
見
舞
金
を
い
た
だ

き
、
大
島
腎
友
会
の
皆
様
に
か
わ
り
ま

し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
明
日
か
ら
病
気
と
上
手
に
お

付
き
合
い
し
な
が
ら
、
大
島
に
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
生
活
を
頑
張

り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。�

敬
具

平
成
２５
年
１２
月
２８
日

投
稿
の
お
願
い

編
集
委
員
会
で
は
会
員
の
皆
様

か
ら
の
投
稿
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

「
な
か
ま
の
た
よ
り
」
に
投
稿

の
方
、
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

何
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
会
員
さ
ん
訪
問
で
出
て
み

た
い
方
、
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ

ん
の
で
東
腎
協
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
わ
た
し
た

ち
の
患
者
会
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
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透
析
導
入
は

平
成
１２
年
、
仕
事
で
あ
る
旅
行
の
添
乗
員
と
し
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
同
行
し
た
時
、
下
半
身

が
む
く
み
体
調
が
不
良
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は

長
時
間
飛
行
機
に
乗
り
、
足
の
運
動
不
足
に
よ
る
血

流
不
足
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
か
か
っ
た
の
だ
ろ

う
と
い
う
認
識
で
、
別
段
の
危
機
意
識
も
持
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
平
成
１３
年
７
月
、
突
然
お
う
吐
し
、
歩

く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
体
調
自
体

は
、
体
が
重
く
仕
事
の
疲
れ
が
蓄
積
し
、
日
常
生
活

も
何
と
は
な
し
に
だ
る
い
と
い
う
感
じ
は
し
て
い
た

の
で
す
が
、
決
し
て
重
い
病
気
で
あ
る
と
い
う
気
は

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

と
に
か
く
病
院
に
行
っ
て
み
よ
う
と
、
近
く
の
高

島
平
中
央
総
合
病
院
に
駆
け
込
み
、
当
時
院
長
で
あ

り
ま
し
た
麦
倉
先
生
に
診
療
し
て
頂
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
症
状
が
あ
ま
り
に
ひ
ど
く
、
早
速
透
析

開
始
。
シ
ャ
ン
ト
を
作
成
す
る
時
間
も
な
く
、
首
の

と
こ
ろ
を
切
開
し
管
を
入
れ
て
の
透
析
で
し
た
。
来

院
が
一
週
間
も
遅
れ
て
い
れ
ば
、
命
は
な
く
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
と
言
う
状
態
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
つ

し
か
な
い
命
、
本
当
に
こ
の
駆
け
込
み
透
析
に
よ
り

守
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
透
析
に
勝
る
も
の

は
な
い
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

人
生
い
つ
も
旅
人
か
？

私
は
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
、
岩

手
県
久
慈
市
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
昭
和
３７
年
１９

歳
で
「
あ
ー
、
上
野
駅
」
に
降
り
立
ち
（
井
沢
八
郎

の
歌
よ
り
２
年
早
か
っ
た
が
）、
以
来
５２
年
間
東
京

に
居
を
構
え
、
添
乗
員
の
仕
事
を
し
な
が
ら
故
郷
を

し
の
び
、
心
は
い
つ
も
北
国
へ
。
若
き
頃
よ
り
現
在

に
至
る
ま
で
「
ふ
る
さ
と
の
訛
な
つ
か
し
停
車
場
の

人
ご
み
の
中
に
そ
を
聴
き
に
ゆ
く
」
と
言
う
啄
木
の

歌
に
涙
を
流
し
、「
帰
り
た
い
け
ど
帰
れ
な
い
」
と

口
ず
さ
み
な
が
ら
北
を
望
む
。

４
時
間
を
超
え
る
透
析
の
間
、
過
ぎ
し
時
間
を
追

憶
し
、
心
の
中
は
故
郷
そ
し
て
旅
し
て
巡
っ
た
世
界

の
各
地
を
夢
見
る
。
透
析
が
終
わ
り
、
現
実
に
戻
る

と
血
圧
が
下
が
り
、
ま
た
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
。

都
会
の
便
利
で
安
心
で
き
る
医
療
を
享
受
し
な
が
ら
、

夢
は
あ
ち
こ
ち
。
私
は
人
生
を
旅
す
る
中
途
半
端
な

透
析
宇
宙
人
か
⁉

諸
先
輩
の
努
力
に
よ
る
、 

今
の
透
析
環
境
に
感
謝
し
よ
う

現
在
、
都
営
三
田
線
西
台
駅
よ
り
１
分
の
「
西
台

ロ
イ
ヤ
ル
診
療
所
」
で
透
析
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
は
、
高
島
平
中
央
総
合
病
院
附
属
で
す
の
で
、

体
調
が
悪
い
時
は
す
ぐ
に
対
応
し
て
も
ら
え
ま
す
。

私
は
昨
年
１０
月
に
妻
を
亡
く
し
、
独
り
身
の
寂
し

さ
を
親
切
な
看
護
師
さ
ん
や
技
師
さ
ん
た
ち
の
、
温

か
い
雰
囲
気
に
慰
め
ら
れ
ま
た
力
づ
け
ら
れ
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
金
銭
の
負
担
な
く
週
３
回

の
透
析
が
出
来
る
こ
と
に
は
、
本
当
に
先
輩
諸
兄
等

の
努
力
の
結
果
と
深
く
謝
意
を
す
る
次
第
で
す
。

現
在
の
透
析
環
境
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
患

者
の
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
患
者

さ
ん
た
ち
に
、
一
緒
に
働
き
か
け
て
一
人
で
も
多
く

の
人
が
今
の
状
況
を
維
持
、
継
続
で
き
る
運
動
に
加

わ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
安
心

な
透
析
の
た
め
に
。

私
と
東
腎
協
③

高
中
腎
友
会
（
透
析
１２
年
６
か
月
）

三
河
勝
実
さ
ん
（
７１
）

２
０
０
号
記
念
投
稿
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職
場
の
検
診
で
…

昭
和
４０
年
、
当
時
勤
め
て
い
た
職
場
（
不
二
家
）

の
検
診
で
、「
尿
に
蛋
白
が
出
て
い
る
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
当
時
ま
だ
２２
歳
で
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年

の
検
診
の
都
度
、
血
圧
が
高
い
と
指
摘
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
酒
は
飲
む
し
普
通
の
生
活
を
し
、
組
合

の
活
動
に
も
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
当

然
腎
臓
病
の
自
覚
症
状
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
４
年
、
さ
す
が
に
体
の
状
態
が
悪
く
な
り
透

析
に
入
り
ま
し
た
。
４９
歳
の
時
で
す
。
子
供
た
ち
は

２０
歳
、
１８
歳
、
１０
歳
と
い
う
年
齢
で
し
た
。
経
済
的

な
こ
と
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
考
え

る
と
、
お
先
真
っ
暗
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

透
析
を
始
め
て
す
ぐ
に
病
院
か
ら
説
明
を
受
け
、

腎
臓
病
の
治
療
に
関
し
て
の
手
続
き
や
制
度
を
聞
き

安
心
し
た
の
で
す
。

透
析
医
療
諸
制
度
に
感
謝
！

そ
れ
は
、
透
析
医
療
の
国
の
負
担
に
よ
る
無
料
化

に
近
い
も
の
と
、
障
害
者
年
金
支
給
等
で
し
た
。
こ

れ
ら
制
度
の
存
在
が
あ
り
、
日
本
に
生
ま
れ
て
良
か

っ
た
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。　

私
は
企
業
で
働
い
て
い
た
時
に
組
合
活
動
に
も
関

心
が
あ
り
、
自
分
た
ち
の
要
求
を
、
相
手
で
あ
る
会

社
側
に
理
解
さ
せ
て
実
施
さ
せ
る
に
は
、
多
大
な
努

力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

患
者
の
立
場
に
立
っ
た
透
析
患
者
の
こ
の
制
度
を
作

り
上
げ
る
に
は
、
本
当
に
大
変
な
苦
労
を
先
人
の
方

々
が
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

患
者
会
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
練
馬
区
の
東
海
病
院
で
透
析
を
し
て

お
り
、
患
者
会
は
「
ひ
ま
わ
り
会
」
と
い
い
ま
す
。

東
腎
協
の
正
会
員
で
あ
り
、「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
会

長
も
務
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
透
析

に
至
っ
た
経
緯
、
そ
の
時
の
心
配
事
、
そ
し
て
現
在

に
至
る
ま
で
の
間
、
何
と
言
っ
て
も
腎
臓
病
と
い
う

不
治
の
病
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
き
続
け
て
来
れ

た
の
は
、
患
者
同
士
が
力
を
合
わ
せ
て
、
自
分
た
ち

の
生
き
る
権
利
を
行
政
に
働
き
か
け
て
き
た
こ
と
の

成
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
今
、
新

規
に
透
析
を
開
始
し
た
方
が
東
海
病
院
に
来
ら
れ
る

と
「
ひ
ま
わ
り
会
」
に
入
会
し
て
、
会
費
を
納
め
て

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

練
馬
地
域
腎
友
会
の
結
成
を 

め
ざ
し
ま
す

腎
臓
病
患
者
の
連
携
は
ま
だ
弱
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、今
年
の
４
月
に
開
く
「
ひ
ま
わ
り
会
」

の
役
員
会
の
中
で
、
練
馬
区
内
に
腎
友
会
の
設
立
構

想
を
提
案
す
る
予
定
で
す
。
私
ど
も
の
東
海
病
院
だ

け
で
な
く
、
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
土
支
田
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
高
松
病
院
、
大
泉
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
の
施
設

の
患
者
会
を
中
心
に
、
他
の
施
設
に
も
声
を
か
け
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
自
分
た
ち
の
透
析
環
境
の
一
層
の
向

上
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
着
実
に

や
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
楽

し
い
運
営
、
患
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

病
院
と
の
意
思
疎
通
、
そ
し
て
地
域
の
患
者
会
と
の

交
流
を
め
ざ
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

�

東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
（
透
析
２２
年
）

山
崎

　
弘
さ
ん
（
７１
）

私
と
東
腎
協
④

２
０
０
号
記
念
投
稿
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当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
他
院
の
患

者
さ
ん
も
含
め
て
６５
名
を
越
え
る
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
技
士
長
の
ご
講
演
と
兵

庫
の
「
坂
井
瑠
実
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
坂
井

瑠
実
理
事
長
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

坂
井
先
生
に
は
「
透
析
医
療
４０
年
を

経
て
見
え
て
き
た
も
の
」、「
長
時
間
透

析
は
有
用
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を

第
４３
次
国
会
請
願
は
、
３
月
２０
日
衆

議
院
第
一
議
員
会
館
に
全
国
の
県
の
代

表
が
集
結
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
紹

介
議
員
２
９
０
名
、
来
場
議
員
３０
名
、

秘
書
６０
名
、会
員
参
加
数
２
１
４
名（
東

京
７
名
）
で
し
た
。

第４３次国会請願に
全国から２１４名が集結

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷

患
者
会
講
演
会
を
開
催

３
月
１６
日
（
日
）
世
田
谷
区
烏
山
区
民

セ
ン
タ
ー

集会に来場された議員の方々

小池晃参議院議員

い
た
だ
き
ま
し
た
。

透
析
療
法
の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
現

在
の
透
析
療
法
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
、

そ
し
て
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
ご
経
験

を
写
真
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者

の
方
か
ら
あ
っ
た
多
く
の
具
体
的
な
質

問
に
丁
寧
に
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
き
に
渡
り
透
析
医
療
に
携
わ
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
坂
井
瑠
実
先
生
の
お

話
は
、
内
容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
そ
の

一
言
一
言
に
と
て
も
重
み
が
あ
り
、
大

変
貴
重
な
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

講
演
会
で
し
た
。

署
名
数
は
東
京
１
６
，９
７
２
筆（
全

腎
協
７
３
６
，
２
８
２
筆
）、
Ｊ
Ｐ
Ａ

東
京
１
４
，
７
０
３
筆
で
し
た
。
募
金

は
東
京
１
、
４
５
２
，
７
５
０
円
（
全

国
２
，
２
８
２
，
３
１
４
円
／
３
月
２０

日
現
在
）
で
し
た
。

国会請願紹介議員
会派 氏名 衆参
自民党 秋元　司 衆議院議員
自民党 平沢勝栄 衆議院議員
自民党 石田昌宏 参議院議員
民主党 長島昭久 衆議院議員
公明党 高木美智代 衆議院議員
公明党 石田祝稔 衆議院議員
公明党 竹谷としこ 参議院議員
公明党 山口那津男 参議院議員
共産党 笠井　亮 衆議院議員
共産党 田村智子 参議院議員
共産党 小池　晃 参議院議員
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世
界
腎
臓
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
Ｃ
Ｋ

Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
に
関
す
る
正
し
い

知
識
及
び
腎
臓
病
研
究
の
最
前
線
を
多

く
の
国
民
に
広
く
情
報
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
１
Ｆ
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

主
催
者
を
代
表
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
腎
協
藤
田
吉
彦
会
長
が
挨
拶
し
、
共

催
者
と
し
て
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
保

健
政
策
部
疾
病
対
策
課
阿
部
敦
子
課
長

が
挨
拶
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎

臓
病
）
に
つ
い
て
詳
し
く
な
ろ
う
―
腎

臓
を
ま
も
る
た
め
に
」
を
東
京
医
科
大

学
病
院
腎
臓
内
科
主
任
教
授
菅
野
義
彦

先
生
よ
り
、「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）

の
食
事
療
法
～
腎
臓
を
ま
も
る
た
め
に

今
す
ぐ
で
き
る
食
事
の
工
夫
～
」
を
女

子
栄
養
大
学
管
理
栄
養
士
坂
本
香
織
先

生
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
山
下
吏
良
さ
ん
（
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
の
司
会
・
進

行
で
、
講
師
の
菅
野
義
彦
先
生
、
坂
本

香
織
先
生
へ
の
質
疑
応
答
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

拝
啓　

日
頃
よ
り
会
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
１
月
１７
日
（
金
）
に
内
閣
府

公
益
認
定
等
委
員
会
へ
諮
問
さ
れ
た
当

会
か
ら
の
移
行
認
可
申
請
に
つ
い
て
、

１
月
２４
日
（
金
）
の
同
委
員
会
に
お
い

て
、
認
可
の
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め

る
の
が
相
当
と
答
申
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
事

務
局
よ
り
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
は
、
４
月
１
日
の
一
般
社
団
法

人
へ
の
移
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

法
人
移
行
作
業
が
遅
れ
ご
心
配
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
心
か
ら

第２５回腎臓病を考える
都民の集い

世
界
腎
臓
デ
ー
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

全
腎
協
・
一
般
社
団
法
人

へ
の
移
行
に
つ
い
て

日　時： ３月１６日（日）
　　　　午後 ２時～ ４時
場　所：�都民ホール（都庁議会棟

１Ｆ）
参加者：�１９５名（男性８１名、女性８５

名、他２９名）
主　催：ＮＰＯ東京腎臓病協議会
共　催：東京都

日　

時
：
３
月
１３
日
（
木
）

場　

所
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

主　

催
：
厚
生
労
働
省

社
団
法
人　

全
国
腎
臓
病
協
議
会

�

会
長　

今
井　

政
敏

菅野先生（右）坂本先生（左）都民のつどい

お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

全
腎
協
は
今
後
、
一
般
社
団
法
人
と

し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
順
守
し
、

様
々
な
課
題
に
会
員
の
目
線
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
何
卒
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

世界腎臓デーキャンペーン

が
行
わ
れ
東
腎
協
か
ら
も
３
名
参
加
し

ま
し
た
。日

本
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会

　
　

http://j-ckdi.jp/jckdi/
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一
ノ
清
明
さ
ん
の
突
然
の
訃
報
に
接
し
本
当
に
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。

告
別
式
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
の
中
に「
巨
星
墜
つ
」

と
の
表
現
が
あ
り
ま
し
た
が
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
の

人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
透
析
歴
４４
年
目
を
迎
え
、

享
年
７６
歳
は
、
高
年
齢
の
透
析
患
者
の
中
で
は
最
長

記
録
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
腎
協
結
成
か
ら
現
在
の
相
談
役
ま
で
役
員
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
人
は
、
一
ノ
清
さ
ん
が
最
後
に
な
っ

て
し
ま
い
、
結
成
当
時
の
経
験
を
も
つ
人
は
い
な
く

な
り
ま
し
た
。
一
ノ
清
さ
ん
は
、
温
和
で
誠
実
な
人

で
し
た
。
い
つ
も
謙
虚
で
献
身
的
な
姿
勢
は
、
多
く

の
役
員
、
会
員
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
腎
協
が
活
動
し
は
じ
め
た
頃
の
一
時
期
、
事
務

所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
一
ノ
清
さ
ん
の
自
宅

を
事
務
局
に
提
供
し
て
頂
い
た
時
あ
り
ま
し
た
。
一

の
清
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
役
職
と
し
て
は
、
東
腎
協

で
は
当
初
か
ら
常
任
幹
事
、
そ
し
て
副
会
長
、
相
談

役
と
長
く
歴
任
さ
れ
副
会
長
の
時
に
は
、
東
腎
協
を

代
表
し
て
全
腎
協
の
幹
事
、
運
営
委
員
、
理
事
の
重

責
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
全

腎
協
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て
長
い

間
活
躍
さ
れ
、
各
県
の
状
況
が
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ
て

い
て
難
し
い
と
こ
ろ
を
抜
群
の
調
整
能
力
で
リ
ー
ド

し
て
頂
き
ま
し
た
。

近
年
の
一
ノ
清
さ
ん
は
、
長
期
透
析
に
よ
る
ア
ミ

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
ノ
清
さ
ん
に
は
、
私
が
東
腎
協
常
任
幹
事
を
し

て
い
た
時
に
初
め
て
お
会
い
し
、
患
者
会
活
動
に
つ

い
て
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
育
て
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
時
は
、
常
任
幹
事
会
が
終
わ
る
と
必
ず
近

く
の
喫
茶
店
に
立
ち
寄
り
、
色
々
な
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
昭
和
４０
年
代
の
透
析
環
境

の
劣
悪
さ
の
話
は
と
て
も
想
像
の
つ
か
な
い
厳
し
い

も
の
で
し
た
。
後
に
全
腎
協
の
役
員
に
就
任
さ
れ
長

く
一
緒
に
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ

も
穏
や
か
な
口
調
で
、
患
者
の
目
線
に
立

っ
て
患
者
会
活
動
の
中
心
的
な
立
場
で
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
黎
明
期

の
透
析
治
療
を
経
験
さ
れ
た
大
切
な
「
語

り
部
」
の
お
一
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と

は
、
東
腎
協
、
全
腎
協
に
と
っ
て
と
て
も

残
念
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
患
者
会
活
動
以
外
に
も
旅
行
に

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
公
私
に

わ
た
り
長
年
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

近
年
は
、
長
期
透
析
に
よ
る
合
併
症
で

ご
苦
労
さ
れ
な
が
ら
療
養
生
活
を
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
患
者
会
の
常
と
は
言
い
な

が
ら
も
、
長
く
一
緒
に
活
動
を
さ
れ
た
先

輩
が
亡
く
な
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
辛
い
こ

と
で
す
。
一
ノ
清
さ
ん
の
ご
遺
志
を
引
き

継
ぎ
、
患
者
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
本
当
に
長
き
に
わ
た
り
ご
指
導

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ロ
イ
ド
の
合
併
症
と
の
戦
い
で
し
た
。
苦
し
い
と
き

で
も
愚
痴
を
こ
ぼ
す
こ
と
な
く
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い

人
と
奥
様
か
ら
も
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
透
析
導

入
当
初
の
厳
し
い
食
事
制
限
を
乗
り
越
え
、
４４
年
も

の
長
い
間
透
析
人
生
を
共
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
の
も

深
い
絆
で
結
ば
れ
た
夫
婦
愛
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

一
ノ
清
さ
ん
の
先
駆
者
と
し
て
の
ご
指
導
は
、
今

日
の
東
腎
協
、
全
腎
協
の
歴
史
に
残
る
礎
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
長
い
透
析
人
生
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。こ

れ
ま
で
の
ご
恩
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

黎
明
期
の
透
析
治
療
の
「
語
り
部
」

全
腎
協
常
務
理
事　

金
子　

智

一
ノ
清
明
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
心

一
ノ
清

　
明
さ
ん
を
偲
ん
で

追
悼ま

さ
に
「
巨
星
堕
つ
」

元
東
腎
協
会
長　

糸
賀
久
夫

一ノ清 明（いちのせ・あきら）平成２５年１２月２４日逝去。享年７６歳。透析歴
４４年。虎の門・高津会、元東腎協副会長、元全腎協関東ブロック長。１９７４
年から２０００年まで全腎協幹事、会計監査、運営委員を歴任。東腎協相談役。
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診療報酬の
改定について

２０１４年度（平成２６年） ４月から施行
される診療報酬について、次のように
改定されましたのでお知らせします。
人工腎臓等の適正な評価については
次の通りです。

以
上
の
事
か
ら
人
工
腎
臓
（
１
日
に
つ
き
）
４
時

間
以
上
５
時
間
未
満
の
場
合
を
見
ま
す
と
、
現
行
２
、

２
０
５
点
か
ら
２
、１
９
５
点
に
改
定
さ
れ
１０
点（
１

０
０
円
）
下
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
慢
性
維
持
透
析

患
者
外
来
医
学
管
理
料
５５
点
（
５
５
０
円
）
と
大
幅

に
下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
検
査
の
頻
度

や
包
括
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
い
ち
早
く
血
液
検
査
や

画
像
診
断
等
で
知
り
え
る
症
状
も
検
査
の
包
括
で
悪

化
し
て
か
ら
の
処
置
に
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

の
で
非
常
に
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ダ
イ
ヤ
ラ
イ
ザ
ー
・
材
料
価
格
等
は
今
後

の
情
報
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
透
析
の
診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
厳
し
い

条
件
に
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
く
、
今
後
も
動
向
を

見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�

（
事
務
局
長
・
岸
里
）

（新）糖尿病透析予防指導管理
料（特定地域）１７５点

※特定地域とは医療資源の少ない特定地
域で二次医療圏のことを指します。
〔東京・二次医療圏〕
大島町、利島村、新島村、神津島村、三
宅村、御蔵島村、八丈町、青ヶ島村、小
笠原村

今回改定で新たに糖尿病透析予防指導管理料（特
定地域）が新設されました。

慢性維持透析患者外来医学管理料

○現行
【慢性維持透析患者外来医学管理料】２，３０５点

○改定
【慢性維持透析患者外来医学管理料】２，２５０点（改）
※▲５５点
※慢性維持透析患者外来医学管理料には所定の
検査に対する評価が包括されていることから、
実勢価格を踏まえた各々の検査に対する診療報
酬上の評価の変化を、当該管理料の評価に反映
する。

⇩

人工腎臓（ １日につき）
○現　行
１　慢性維持透析を行った場合
　　イ　 ４時間未満の場合　　２，０４０点
　　ロ　 ４時間以上 ５時間未満の場合　　２，２０５点
　　ハ　 ５時間以上の場合　　２，３４０点
２ 　慢性維持透析濾過（複雑なものを行った場合）
　　２，２５５点

○改定
１　慢性維持透析を行った場合
　　イ　 ４時間未満の場合　　２，０３０点（改）
　　ロ　 ４時間以上 ５時間未満の場合　　２，１９５点（改）
　　ハ　 ５時間以上の場合　　２，３３０点（改）
２　慢性維持透析濾過（複雑なもの）を行った場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　２，２４５点（改）
　　※いずれも▲１０点
　　※人工腎臓については、診療報酬が引き下げられました。

時間区分などについて変更はありません。全腎協が要望して
きた「オンラインＨＤＦの透析治療において、治療に必要な時
間が十分確保できるよう診療報酬の技術料でオンライＨＤＦの
時間区分について新規設定をして下さい。」「長時間透析及び深
夜透析（オーバーナイト）を希望する患者が治療を受けられる
よう、診療報酬の技術料にある時間区分において、 ６時間以上
の透析時間区分点数を新規設定して下さい。」については、実
現できませんでした。

○その他手術等
①内シャント又は内シャント設置術　　１８，０８０点から１８，０８０点
②経皮的シャント拡張術、血栓除去術　１８，０８０点から１８，０８０点
③関節鏡下手根管解放手術　　　　　　１２，０００点から１０，４００点
※▲１，６００点

⇩
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透析医療苦難の時代透析バンザイ透析バンザイ 著者　バンザイ
（５３）

協
力　

渡
辺
好
徳
・
渡
辺
典
史
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（５４）
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（５５）
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（５６）
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事
務
局
か
ら

編
集
後
記

ご
寄
付
お
礼

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

○
東
京
第
一
支
店
様
（
２
月
～
３
月
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
い
鳥
葉
書
（
切
手
）

ご
寄
付
一
覧

【
患
者
会
】

・
柳
原
健
腎
会

・
い
ち
ょ
う
会

・
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
岩

（
３
月
３１
日
現
在
ま
で
分
、
敬
称
略
・

順
不
同
）

葉
書
・
切
手
等
は
沢
山
使
用
し
ま
す
の

で
い
つ
で
も
ご
寄
付
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

～
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

東
京
都
腎
臓
移
植
組
織
適
合

性
検
査
費（
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
費
）

助
成
事
業
の
ご
案
内

１
．
対
象
者

都
内
に
住
所
を
有
し
、
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
慢
性
腎
不
全
の
方
で
、
献
腎

移
植
を
希
望
す
る
た
め
、
社
団
法
人
日

本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録

を
す
る
方
（
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
に
必
要
な
腎

臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
が
一
部
助

成
さ
れ
ま
す
）。

２
．
助
成
額

腎
臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
用
の
一

部
（
平
成
２６
年
度
に
つ
い
て
は
１
０
，

０
０
０
円
と
し
ま
す
）。

３
．
書
類
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

東
京
都
福
祉
保
健
局　

保
健
政
策
部　

疾
病
対
策
課　

献
血
移
植
対
策
係

所
在
地
〒
１
６
３
―
０
０
８
１
東
京
都

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
８
番
１
号

電
話　

０３
―
５
３
２
０
―
４
５
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
―
５
３
８
８
―
１
４
７
３

○
第
９
回
総
会
及
び
第
４
回
大
会
に
向

け
て
準
備
を
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
最
近
を
振
り
返
る
と
４０
年
以
上

の
長
期
透
析
患
者
が
全
国
的
に
見
て
も

亡
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
大
変
だ

っ
た
時
代
の
最
後
の
生
き
証
人
と
し
て

困
難
な
時
代
の
お
話
を
長
期
透
析
患
者

の
方
か
ら
聞
い
て
き
ま
し
た
が
、
患
者

会
活
動
が
衰
退
し
な
い
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
東
腎
協
の
歴
史
を
伝
え
る
べ
き
広

報
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
再
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

（
岸
里
）

○
今
月
は
、「
世
界
腎
臓
デ
ー
」「
都
民

の
つ
ど
い
」「
国
会
請
願
」
と
恒
例
の

行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
�
。
い
ま
や
国

民
病
と
も
い
わ
れ
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
、
透
析
患

者
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
ヒ
シ

ヒ
シ
と
感
じ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
活
動
の

一
つ
で
あ
る
、
こ
う
し
た
患
者
を
少
な

く
す
る
、
悲
し
い
辛
い
思
い
を
一
人
で

も
減
ら
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
意
義

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

新
年
度
か
ら
「
編
集
委
員
会
」
が
Ｈ

Ｐ
委
員
会
と
合
併
し
「
広
報
委
員
会
」

と
な
り
ま
す
。
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き

ょ
う
」
と
「
Ｈ
Ｐ
」
を
効
率
的
に
融
合

１３ 東腎協 No.１９７／２０１３年５月

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
「
勉
強
会
」

日
時
�
４
月
１４
日
（
日
）

会
場
�
豊
島
区
民
セ
ン
タ
ー
４
階
第
２

会
議
室

参
加
者
�
３１
名

テ
ー
マ
�
「
シ
ャ
ン
ト
に
つ
い
て
の
基

礎
知
識
」
〜
私
た
ち
の
大
切
な
「
シ
ャ

ン
ト
」
の
す
べ
て
を
学
ぼ
う
〜

講
師
�
医
療
法
人
裕
眞
会

あ
か
ま
つ

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

赤
松
眞
先
生

榊
原
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
急
遽
入
院
に
よ

り
開
会
の
挨
拶
を
省
略
し
て
、
１
時
半

よ
り
古
木
理
事
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し

た
。シ

ャ
ン
ト
（
バ
ス
キ
ュ
ウ
ラ
ー
ア
ク

セ
ス
）、
内
シ
ャ
ン
ト
（
Ａ
Ｖ
Ｆ
）、
血

流
不
良
、
狭
塞
、
閉
塞
（
バ
ル
ー
ン
拡

大
）、
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル
の
穿
刺
は
痛
く

な
い
と
か
、
Ｈ
Ｄ
Ｆ
は
若
い
人
の
や
っ

て
も
ら
い
た
い
、
な
ど
の
質
疑
応
答
が

あ
り
、
３
時
３０
分
に
終
了
し
ま
し
た
。

東
京
都
腎
臓
移
植
組
織
適
合

性
検
査
費（
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
費
）

助
成
事
業
の
御
案
内

１

対
象
者

都
内
に
住
所
に
有
し
、
人
工
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る
慢
性
腎
不
全
の
方
で
、

献
腎
移
植
を
希
望
す
る
た
め
、
社
団
法

人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

登
録
す
る
方
（
社
団
法
人
日
本
臓
器
移

植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
に
必
要
な

腎
臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
が
一
部

助
成
さ
れ
ま
す
。）

２

助
成
額

腎
臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
用
の

一
部
（
平
成
２５
年
度
に
つ
い
て
は
１
０
、

０
０
０
円
と
し
ま
す
。）

３

書
類
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

東
京
都
福
祉
保
健
局

保
健
政
策
部

疾
病
対
策
課

献
血
移
植
対
策
係

所
在
地
〒
１
６
３
�
８
０
０
１

東
京

都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
８
番
１
号

電

話
０
３
�
５
３
２
０
�
４
５
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
�
５
３
８
８
�
１
４
３
７

東京都と協定を締結しているＨＬＡ検査センター

検査センター名 所在地 電話番号

国家公務員共済組合連合会
虎の門病院 東京都港区虎ノ門２―２―２ ０３―３５８８―１１１１

東京医科大学
八王子医療センター 東京都八王子市館町１１６３ ０４２―６６５―５６１１

東京女子医科大学病院 東京都新宿区河田町８―１ ０３―３３５３―８１１１

東邦大学医療センター
大森病院 東京都大田区大森西６―１１―１ ０３―３７６２―４１５１

その他のＨＬＡ検査センター（都内及び近隣３県）

検査センター名 所在地 電話番号

昭和大学病院 東京都品川区旗の台１―５―８ ０３―３７８４―８０００

埼玉医科大学国際医療センター 埼玉県日高市山根１３９７―１ ０４２―９８４―４１１１

埼玉医科大学総合医療センター 埼玉県川越市鴨田辻道町１９８１ ０４９―２２８―３４００

独立行政法人国立病院機構
千葉東病院 千葉県千葉市中央区仁戸名町６７３ ０４３―２６１―５１７１

東海大学医学部付属病院 神奈川県伊勢原市下糟屋１４３ ０４６３―９３―１１２１

北里大学病院 神奈川県相模原市南区北里１―１５―１ ０４２―７７８―８１１１

公立大学法人横浜市立大学附属
病院 神奈川県横浜市金沢区福浦３―９ ０４５―７８７―２８００

田村智子参議院議員（右）に署名用紙を渡す木下会長 川田龍平参議院議員秘書（左）に署名用紙を渡す木下会長
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い
た
し
ま
す
。
絵
画
、
陶
芸
、
手
芸
、

料
理
、
�
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

随
時
募
集

　
　
　
　

出
来
る
だ
け
作
品
を
写
真

撮
影
し
て
、
プ
リ
ン
ト
と
作
品
コ
メ
ン

ト
（
４
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て
、
封

書
で
東
腎
協
事
務
局
（
東
京
都
豊
島
区

南
大
塚
２
―
４０
―
１１
富
士
大
塚
ビ
ル
２

Ｆ
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

採
用
の
際
に
は
薄
謝（
図
書
券
）

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

募
集
時
期

応
募
方
法

謝
礼

今
後
の
活
動
予
定

患
者
団
体
と
結
束
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。

私
ど
も
の
「
命
と
暮
ら
し
」
を
守
る

活
動
に
賛
同
い
た
だ
け
れ
ば
是
非
、
賛

助
会
員
と
し
て
団
体
の
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
き
た
く
心
よ
り
お
願
い
致
し
ま

す
。記賛

助
会
員
会
費
：
個
人
年
額
５
、
０

０
０
円
、
団
体
年
額　

１
口
１
０
、
０

０
０
円
／
１
口
以
上

※
年
１
回
名
刺
広
告
を
機
関
誌
「
東

腎
協
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
但
し
、
継
続
で
も
初
年
度
１
回
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

１
９
７
２
年
（
昭
和
４７
年
）
１１
月
１９

日
、
東
京
都
腎
臓
病
協
議
会
（
現
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議

会
）
を
結
成
し
ま
し
た
。
結
成
か
ら
４１

年
を
経
過
し
、
透
析
医
療
も
格
段
に
進

歩
し
、
４０
年
を
迎
え
て
い
る
透
析
患
者

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
社
会
保
障
制
度
、
医
療

費
制
度
の
削
減
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
透
析
医

療
も
安
心
し
て
は
い
ら
れ
な
い
状
況
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
医
療
機
関
、
各
企
業
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人

東
京
腎
臓
病
協
議
会
賛
助
会
員

入
会
の
お
願
い

し
て
、
新
た
な
広
報
活
動
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｐ
」で
は
、

携
帯
端
末
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
も
ご
要
望
、
ご
意
見
な

ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

�

（
板
橋
）

表
紙
の
作
品
募
集

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
表

紙
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
掲
載

４
月
２６
～
２７
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
１
０
回
理
事
会
（
東
京
）

４
月
２７
日
（
日
）	

第
97
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

５
月
１７
日
（
土
）

全
腎
協
第
54
回
総
会

５
月
１８
日
（
日
）

２
０
１
４
年
度
全
腎
協
全
国
大
会
ｉｎ
さ

ぬ
き
（
香
川
県
）

５
月
２５
日
（
日
）	

第
98
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

６
月
１２
～
１５
（
木
～
日
）

第
59
回
日
本
透
析
医
学
会
学
術
集
会
・

総
会
（
神
戸
国
際
会
議
場
）

６
月
２１
～
２２
（
土
・
日
）

全
腎
協
臨
時
理
事
会
（
東
京
）

６
月
２２
日
（
日
）	

第
99
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

６
月
２９
日
（
日
）	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
第
９
回
総
会
（
障
害
者

福
祉
会
館
・
Ａ
１
～
３
）

７
月
６
日
（
日
）	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
第
４
回
大
会
（
大
森
東

急
イ
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
ル
ー
ム
）

７
月
１２
～
１３
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
事
務
局
長
会
議

７
月
１９
～
２０
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
山
梨

県
）

７
月
２６
～
２７
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会

ｉｎ
と
ち
ぎ
（
栃
木
県
・
大
江
戸
温
泉
物

語
日
光
霧
降
栃
木
）

７
月
２７
日
（
日
）	

第
１
０
０
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

８
月
１２
～
１５
（
火
～
金
）

事
務
局
夏
季
休
業

８
月
２４
日
（
日
）

第
１
０
１
回
理
事
会
（
Ｃ
２
）

８
月
３０
～
３１
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
青
年
研
修
会
（
東
京
）

９
月
２７
～
２８
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
１
１
回
理
事
会
（
東
京
）

９
月
２８
日
（
日
）	

第
１
０
２
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

１０
月
５
日
（
日
）

第
34
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

１０
月
２６
日
（
日
）	

第
１
０
３
回
理
事
会
（
未
定
）

１１
月
８
～
９
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
相
談
員
研
修
会
（
東
京
）

１１
月
２２
～
２３
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
55
回
総
会
（
東
京
）

１１
月
２３
日
（
日
）	

第
１
０
４
回
理
事
会
（
未
定
）

１２
月
２１
日
（
日
）	

第
１
０
５
回
理
事
会
（
未
定
）

１２
月
２６
日
（
金
）

事
務
局
仕
事
納
め
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今
回
の
絵
柄
を
描
く
の

に
際
し
、
山
に
入
り
竹
を

選
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

こ
の
竹
を
選
ぶ
時
か
ら
、

頭
の
中
の
創
作
が
始
ま
り

ま
す
。

竹
に
は
木
の
持
っ
て
い
る

年
輪
と
い
う
も
の
が
な
く
、

竹
の
一
本
一
本
が
す
べ
て
違

っ
た
顔
を
し
て
想
像
を
掻
き

立
て
ま
す
。
５
年
以
上
の
竹

で
、
長
さ
は
１５ｍ
、
重
さ
は

３
０
０㎏
で
も
下
か
ら
４ｍ

く
ら
い
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

そ
の
竹
に
特
殊
な
加
工
を

施
し
、
約
半
年
間
寝
か
し

ま
す
。

い
よ
い
よ
絵
を
掘
る
訳

で
す
が
、
今
回
の
よ
う
な

絵
柄
を
掘
る
竹
を
選
ぶ
の
が

大
変
で
し
た
。
百
人
一
首
を

見
な
が
ら
絵
を
描
く
の
で
す

が
、
字
を
書
く
の
は
４
通
り

の
掘
り
方
が
あ
り
、
筆
文
字

な
の
で
さ
ら
に
難
し
く
な
り

ま
す
。
自
己
満
足
で
す
が
う

ま
く
か
け
た
と
思
い
ま
す
。

無　料　０１２０―０８８―３９３
または　０３―５３９５―２６３１

◎事前に電話で下記日時をご予約下
さい。（予約制）
◎予約受付時間：月～金（土日休日）
� 午前１０時～午後 ６時
　療養生活の不安や疑問、体調がす
ぐれない、腎臓病の悩みやご家族の
方々の話を各分野の専門家が応対し
ます。お気軽にお電話ください。
生活・福祉　午後 ３時～ ７時
担当：医療ソーシャルワーカー
（一回３０分）
５月 ９日（金）・２９日（木）
６月１３日（金）・２６日（木）

栄養・食事　午後 ２時～ ４時１５分
担当：栄養管理士（一回２０分）
５月 １日（木）・１６日（金）
６月 ５日（木）・２０日（金）

こころの相談　午後 ３時～ ７時
担当：認定心理士（ １回３０分）
５月２２日（木）・ ６月１９日（木）

　（社）全国腎臓病協議会
＊当会では個人情報保護法に準拠し相談
業務を行っています。

表
紙
の
こ
と
ば

吉澤 正雄さん
（透析歴１０年・６２歳）

新小岩クリニック友の会
（船堀）

腎
臓
病
患
者
の
た
め
の

全
腎
協
で
ん
わ
相
談
の
ご
案
内



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

第
９
回
総
会
の
ご
案
内

第
４
回
大
会
の
ご
案
内

第
４
回
総
会
で
決
定
し
た
と
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
定
款
に
遵
守
し
、
正
会
員
の
み
で
第
９
回
総
会
を
左
記
の
と
お
り
東
京
都
障
害
者

福
祉
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

日　

時　
　

２
０
１
４
年
６
月
２９
日
（
日
）
午
前
１２
時
３０
分
開
場　

※
正
会
員
の
み

次　

第　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第
９
回
総
会
（
１３
時
００
分
か
ら
１５
時
１５
分
予
定
）

会　

場　
　

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
・
Ａ
１
～
３

　
　
　
　
　

所
在
地
〒
１
０
８
―
０
０
１
４　

東
京
都
港
区
芝
５
丁
目
１８
‐
２

　
　
　
　
　

電
話　

０３
―
３
４
５
５
―
６
３
２
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０３
―
３
４
５
３
―
６
５
５
０

交
通
機
関　

・
Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
京
浜
東
北
線　

田
町
駅
下
車
徒
歩
５
分

　
　
　
　
　

・
都
営
地
下
鉄
浅
草
線　

三
田
駅
Ａ
７
出
口
徒
歩
１
分

　
　
　
　
　

・
都
営
地
下
鉄
三
田
線　

三
田
駅
Ａ
８
出
口
徒
歩
１
分

　
　
　
　
　

※
参
加
者
は
議
案
集
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

日　

時　
　

２
０
１
４
年
７
月
６
日
（
日
）
午
前
１０
時
３０
分
開
場　

※
会
員
ど
な
た
で
も
参
加

次　

第　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第
４
回
大
会
（
１１
時
００
分
か
ら
１４
時
２０
分
予
定
）

会　

場　
　

大
森
東
急
イ
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
ル
ー
ム　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０３
―
３
７
６
８
―
０
１
０
９

　
　
　
　
　

〒
１
４
３
―
０
０
１
６　

東
京
都
大
田
区
大
森
北
１
―
６
―
１６　

ア
ト
レ
大
森

交
通
機
関　

・
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線　

大
森
駅
直
結

　
　
　
　
　

・
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
よ
り
６
分
（
２
駅
）

　
　
　
　
　

・
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
よ
り
１７
分

　
　
　
　
　

・
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅
よ
り
２３
分

■印　都営地下鉄三田駅出入口
　　　（浅草線はA7・三田線はA8が最も近い出入口です）

A8
三田駅

至新橋至新橋

A8
エレベーター
A8
エレベーター

芝税務署芝税務署

NEC

至大手町

東京都障害者福祉会館
（高層都営住宅の１・２階）

港勤労福祉会館

三田駅
A7

日比谷通り芝五丁目芝五丁目

NTT

ド
コ
モ
シ
ョッ
プ

NTT

ド
コ
モ
シ
ョッ
プ

第
一
京
浜
国
道

至浜松町

山
手
線

京
浜
東
北
線

JR
田町駅

森永ビル森永ビル

田町駅西口田町駅西口

ローソンローソン

歩道橋至品川至品川

至品川

天祖神社

大森駅中央改札口を出ると左側がホテル
３階エントランスです。

大森東急 イン／アトレ大森
フォレストルーム、５階

大森駅大森駅
アトレ
大森
アトレ
大森池上通り池上通り

スーパー
オオゼキ

421
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春
特集／伊豆大島土石流被災地視察／
　　　東京都の災害対策（１）
「私と東腎協」③④
「活動のまど」
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